
  



  王国の福音


  



  Ｔ．オースチン-スパークス


  



  目次


  



  第１章 神の王国

  第２章 神の王国の働き

  第３章 王国と教会

  第４章 王国の優位性

  第５章 王国の宣べ伝え

  注記


  



  第１章 神の王国


  
    「この王国の福音は、すべての諸国民に証しするために、全世界に宣べ伝えられます。それから終わりが来ます。」（マタイ二四・十四）

  


  聖書において、特に新約聖書において、他のすべての句を色あせさせる句、またその中に網羅している句は、「神の王国」です。「バプテスマのヨハネが（来て）宣べ伝えて言った、『天の王国が近づいた』」（マタイ三・一、二）。イエスは天の王国を宣べ伝え、それについて教え、「天の王国は近づいた」（マタイ四・十七）と言われました。変容の前、彼は「王国が力をもって来るのを見るまでは、決して死を見ない者たちが、この中にいます」（マルコ九・一）と言われました。復活の後、彼は弟子たちに王国について話されました（使徒一・三）。


  王国は使徒たちの題目でもありました。パウロ自身、後に投獄された時も、ローマ人たちに王国について語りました。最後まで彼が語ったことは、「神の王国とイエス・キリストに関する事柄」（使徒二八・三一）についてだったと思われます。ヘブル人への手紙は「震われない王国を受けているのですから…」（ヘブル十二・二八）という一つの句に要約されます。文字どおり訳すと、「震われない王国を受ける途上にあるのですから」となります。この御言葉はこの手紙に記されていることをすべて解き明かします。また黙示録自身も「今や、私たちの神の王国が来た」（黙示録十二・十）という一つの文章に集約されます。


  これらのことはみな、とても豊かで強力な包括的声明にまとめられます。ですから確かに、私たちは神の王国の意味に馴染んでおく必要があります。そこで最初に、少しの時間を費やして神の王国を定義しましょう。なぜなら、私たちはこの定義の問題に関してはっきりしていなければならないからです。


  



  定義


  



  神の王国とは何でしょう？「王国」という言葉は元のギリシャ語のあまりよくない翻訳であると一般的に認められています。私たちの英語の聖書で「王国（kingdom）」と訳されているギリシャ語の元の意味は「主権的支配」「統治」です。ですから、もっと正確に「神の主権的統治」と訳されるべきです。私たちはこれをずっと心にとめておかなければなりません。私たちは「王国」という言葉を使い続けることにします。この言葉から逃れるのは困難だからです。しかし、次のことはよくはっきりさせておきましょう。私たちがこの文脈で「王国」という言葉を使う時、神の主権的支配・統治について考えており、述べているのです。


  さて、新約聖書の光によると、王国には三つの面があります。


  第一に、王国は神の王的統治を意味します。次に、これは支配者特有の秩序や性質という意味に通じます。どういう仕組みでそうなっているのかに気をつけてください、一方は他方に通じるのです。後者の条件は常に存在するとはかぎりません。神が支配しておられます。これ自体は一つの事実です。しかし、神が主権的支配によりかなり広大な領域を支配しておられたとしても、そこには神の特徴や神の性質を示す形跡が何もないかもしれません。しかし神が支配しておられることは事実であり真理であって、これは次の事柄、すなわち秩序に通じるのです。その秩序の性格は支配しておられる神に由来します。この秩序こそ神の王的統治の帰結であり、後で見るように、新約聖書のかなり大きな部分を占めていることがわかります。


  次に、さらに一段階進むと、神の主権的統治・支配は、一つの実際的な領域という結果になります。その領域の中で、その秩序や性質が働き、表現されます。この領域は、その中にあなたが入れるものです。しかし、他の二つの事実から離れるなら、その中に入ることはできません。その二つの事実とは、主の絶対的主権という事実と、神の大能の御業によってあなたは「神聖な性質にあずかる者となった」（二ペテロ一・四）という事実です――神の性質そのものがもたらされて、新しい秩序が設立されたのです。


  これが神の王国の定義です。これはとても重要です。なぜなら、あなたが王国に関する御言葉を読むとき、新しい読み方をするよう導かれることを私は願っているからです。もしこの王国の三つの面の定義をはっきりと理解しないなら、あなたは混乱することになるでしょう。


  言うまでもなく、「神の王国」と「天の王国」は決して二つの別々のものではありません。マタイは「天の王国」という言葉を好んでいます。マタイが「天の王国」という名称を好んだのには至極もっともな理由があります。「天の王国」は天（単数形）の支配です。あるいは諸天（複数形）の支配と言った方がいいでしょう。なぜなら、この言葉は単数形ではなく複数形だからです。マルコ、ルカ、ヨハネは常に「神の王国」と呼んでいます――これにも至極もっともな理由があるのですが、それはあなたの探求にお任せします。しかし、この二つの名称は同じものを指しているのです。


  



  現存する神の王国


  



  さて、バプテスマのヨハネと主ご自身が、神の王国もしくは天の王国は「近づいた」と私たちに語られました。ある時、主は「神の王国はあなたたちに近づいた」（ルカ十・九）と言われ、別の時に、「神の王国はあなたたちのただ中にあります」あるいは「神の王国はあなたたちの間にあります」（ルカ十七・二一）と言われました。また、すでに引用したように、主は変容する前、「生きているうちに神の王国が力をもって来るのを見る者が、ここに数人います」と言われました。ですから、神の王国は現存する、と私たちは告げられているのです。しかしおそらく、この声明が及ぼす影響のすさまじさを私たちは理解しないかもしれません。「王国は差し止められ、後のユダヤ人の時代に再開される」という教えの体系ができあがりました。しかしヨハネは「神の王国は近づいた」と言いました。イエスも「神の王国は近づいた」と言われました。イエスは言われました、「あなたたちは生きているうちに神の王国が力をもって来るのを見ます」、「王国はあなたたちのただ中にあるのです」――「あなたたちのただ中にあるのです」。王国は現存するのです。


  しかし、ここで疑問が生じます。聖書が宣言しているように、もし神と天の主権的支配が宇宙的な永遠のものなら――ダニエル書ですべてを支配している句は「天が支配する」です――今の経綸は特にどのようにそうなっているのでしょう？神は宇宙の支配者です。これまでずっとそうでしたし、これからもずっとそうです。この経綸時代、神は他の時代と比べて特にどのような意味で支配者なのでしょう？別の言い方をすると、この経綸時代、どのような形で王国は近づいているのでしょう？あるいは、どのような形で王国は来たのでしょう？その答えはとても豊かなものであり、とても包括的なものであり、とても素晴らしいものです。


  神の定めによると、神の王国はこれまでずっと神の御子の相続財産でした。神は御子のための王国を御子の相続財産とされました。御子を通し、御子によって、神は万物を創造されました。御子のために万物は創造されました（ローマ十三・三六、コロサイ一・十六）。しかしさらに、王国は御子と結ばれている人のものとされたのです。これには大きな意味があります。「人は何者なので、これを御心にとめられるのですか。人の子は何者なので、これに治めさせられるのですか？（中略）あなたは彼が主権を持つようにされました」（詩篇八・四、六）。「恐れるな、小さな群れよ。あなたたちに王国を賜ることが、あなたたちの父のみこころなのです」（ルカ十二・三二）。これは何かのおまけではありません。これは永遠から神が人のために思い描いておられたことであり、御子との合一を通して実現されます。人は最初から神の計画の中に含まれていました――人はまさにその目的のために創造されたのです。


  しかし、まさにこの真理が悲劇への扉を開いたのです。人の行動と人の同意により、表明された神の御旨に対する人の反逆により、王国は略奪者の手に渡ってしまいました。そうです、この世界に対する主権はこの者の手に渡ったのです。この者のことを主イエスご自身ですら「この世の君」（ヨハネ十四・三〇）と呼ばれました。またパウロはこの者のことを「この時代の神」（二コリント四・四）と呼びました。人は王国の正当な相続者である方から離れました――人はキリストと結ばれた共同の相続人ではなくなりました――人は離れていったので、回復が必要です。人は神に敵対する者になったので、和解が必要です。人は虜にされていったので、解放が必要です。人は道徳的に破滅したので、再構成が必要です。ここに「なぜこの経綸時代、王国には特別な意義があるのか？」という問いに対する答えがあります。


  



  相続人の来臨と共に王国は近づいた


  



  こうして、王国もしくは支配という言葉が意味するところのすべてが（私たちはこの言葉をすでに定義しました）、その正当な相続者たる方の出現と共に近づいたことがわかります。この経綸は、神の御子の受肉というこの事実によって覆われており、支配されています。万物の相続者として、御子は失ったものを探して救うために来られました――「失ったもの」は途方もないものでした。ですから、王国もしくは主権的支配がこの経綸に到来したのは、この特別で独特な方法によるのであり、正当な相続者であり神の御子であるイエス・キリストその方と共に到来したのです。また、王国は相続財産を贖う孤独な贖い主である彼と共に到来しました。この方だけが贖うことができます。この方――「人の子」――は贖う近親者であり、贖う地位と権利と力を唯一持っておられました。ですから、王国は主イエスのパースンとその御業により近づいたのです。そして「神の王国」という句は、主イエスの受肉と使命の意義・目的をすべて定義し、解き明かし、要約する句なのです。


  「なぜ神の御子は人になられたのでしょう？なぜ御子は肉体をとって来られたのでしょう？なぜ御子はこの世界に来られたのでしょう？なぜ御子は苦しみ、死んで、よみがえられたのでしょう？」とあなたは疑問に思われるでしょうか？その答えは、神の主権的支配を回復し、復興し、再構成するためであり、敵意を対処して和解させるためであり、縄目をほどいて解放するためです。これを裏付ける聖書の節をきっとあなたは憶えておられるでしょう。「虜にされた者に解放を告げ知らせ…」（イザヤ六一・一）。これが彼の使命でした――道徳的に破滅した状態から再構成することです。これについては後でもっと詳しく考えることにします。いわゆる「山上の垂訓」は、キャンベル・モルガン博士がそう呼んでいるように、神の王国の「大憲章」です。山上の垂訓は神の王国がいかなるものかを示しており――神の王国の道徳的原則の憲法なのです。


  こうして彼は来臨して、神から賜った王国という相続財産を回復して確保する御業を成就されました。そして彼は死者の間から復活して言われました、「天と地のすべての権威がわたしに与えられました」（マタイ二八・十八）――文字どおりに訳すと、「たった今、わたしに与えられました」となります――そしてその瞬間から、イエスの御名にすべての権威が与えられたのです。新約聖書の残りの部分は、この事実を示すものです。使徒行伝はその冒頭からずっと、とてもとてもはっきりと力強く、この御名の権威を示しています。「何の権威、また誰の名によって、このことをしたのか…？」と使徒たちは尋問されました。「もしあなたたちがこの名について尋ねているのなら、ナザレのイエス・キリストの御名によってであることを知りなさい…」（使徒四・七～十）。主イエスはこの権威を主張されただけでなく、聖霊の力によってそれを示されたのです。


  



  キリストの使命は「宇宙的」使命だった


  



  この相続財産は何かとても包括的なものでした。主イエスの使命は、もしこの言葉を使ってもかまわなければ、宇宙的（cosmic）なものだったのです。つまり、キリストの使命は地球の最初と最後に関係していただけではありませんでした。キリストの使命は、地球がその中を運行している霊の領域全体と関係していたのです。パウロはそれを「主権者たち、権力者たち、この暗闇の世の支配者たち、天上にいる悪の霊の勢力」（エペソ六・十二）と定義しています。この類のものがさらにたくさんあり、それを「宇宙的」という言葉で表すことにします。何なら、超地上的と言ってもいいでしょう――地上のあらゆるものの背後にある霊的背景全体のことです。この天の領域はすべて汚染され、汚されてしまいました。主イエスの使命は効果ある、有効なものでした。それは地上の人や地の被造物のためだけではありませんでした。まさに天そのものが清められなければならなかった、と私たちは告げられています（ヨブ十五・十五、ヘブル九・二三）。そうです、この相続財産は広大な相続財産です。主の支配、主の主権的支配は、とてもとても偉大なものです。主の支配は地上を飛び出して、これらの悪の霊の勢力が活動している広大な空間にまで及びます。主はその領域をも支配しておられ、主の支配はそこにまで及ぶのです。


  しかし、もちろん、主の支配は人々の間でも働きます。これはほとんど言うまでもないことですし、きっと強調するまでもないでしょう。再び使徒行伝を参照することにします。しかし、使徒行伝は完結したのでしょうか？使徒行伝は聖書の中で唯一完結していない書です。それは途中で中断しています。残りの部分をどうやって知ればいいのでしょう？しかし、知ることはできません。使徒行伝は途中で中断しています。パウロはローマで鎖につながれたままであり、その先のことは何もわかりません。ああ、しかし、使徒行伝はこの経綸が終わるまで、決して完結しないことになっていることがわかります。使徒行伝は進み続け、依然として章を加えつつあります。使徒行伝の基調は主イエスの主権的支配と、主がご自身の権威によってご自身の相続財産を確保しておられることです。使徒行伝はなおもこの同じ意味を持つ同じ基調に基づいています。主の権威がなければ、だれも主のもとに来ることはできません。手当たり次第に人々を王国の中にもたらすことはできないことを、あなたも私もよく知っています。魂を新生によって導き通すには、まさに主イエスの御座の権威の行使が必要です。王国を受けつつある者たち、すなわち依然として王国を「受ける途上にある」者たちは、主の主権的力の行使がなければ、この領域を一インチたりとも獲得できないこと、またキリストにある私たちの相続財産を一片たりとも増やせないことをとてもよく知っています。


  



  贖いの使命


  



  キリストの使命は贖いの使命でもありました。御子の地位に関する神のこの普遍的御旨の光の中で見る時、この「贖い」という言葉はなんと大いなるものになることでしょう。男女だけでなく、地球全体と宇宙全体がイエスの血によって贖われるのです。この贖いの栄光が宇宙に現される日が来ます


  



  再構成する使命


  



  次に、イエスの使命は再構成する使命でした。もちろん、これは新約聖書全体にわたっています。彼はあなたや私に対して、彼の主権的支配の下に来たご自身の者たちに対して、何をしておられるのでしょう？キリストにあって神の主権の下に来た私たちに何が起きているのでしょう？私たちはまさに再構成されつつあるのです。これに尽きます。私たちは先に進めば進むほど、どれほど再構成が必要か学ぶようになります。事態は全く悪化して、すべてが不調です。私たちにはそれを正せません。この編み物全体を再構成するために何かがなされなければなりません。ですから、試みや試練、苦しみや逆境や苦難における、神の霊による私たちの取り扱いはみな、神の王国のために再構成する働きなのです。破壊的働きに思われることもありますが――建てる前にゴミや瓦礫を取り除かなければならないのも事実です。破壊と建造というこの二つの働きは、再構成というこの一つの働きの二つの面なのです――しかし、苦しみを通して王国を受けることがわかります。


  「私たちは多くの艱難を通って神の王国の中に入らなければなりません」（使徒十四・二二）と明確にはっきりと述べられているのではないでしょうか？さて、王国は一つの領域であるという主要な解釈の先に進んで、この艱難はあなたを主のこの主権的支配の中にもたらすことを見ることにしましょう。艱難は大いに益があり、大いに栄光に満ちており、とても素晴らしいものであることがいずれ明らかになります。万事が神の御心どおりのものだったなら、それは素晴らしい栄光に満ちたことです。これについてあなたは私に同意されるでしょう。これが神があなたや私に対して行っておられることです。「多くの艱難を通して、私たちは王国に入ります」。私たちはこの相続財産の中に入りつつあり、この主権的支配の中に入りつつあるのです。


  



  王国の良い知らせ


  



  「神の王国」という言葉の説明は以上です。そこから包括的に生じるものは何でしょう？「この王国の福音」「この神の主権的支配についての良い知らせ」です。神の主権的支配は良い知らせです！この良い知らせは、今の経綸に関する使徒たちや教会の使信全体を含んでいます。それは王国の良い知らせです――御座が存在しており、主がこの御座について支配しておられる、という良い知らせです。まず、この良い知らせを宣べ伝える時の最も基本的な面は、御座が存在していること、そしてこの御座にイエス・キリストがついておられるということです。その権威は彼に与えられました。この権威はとても現実的です。聖霊はこの権威もしくはイエス・キリストの主権と連携して、私たちやこの世界の中ですべてのことを行っておられます。


  旧約聖書から一つの絵図を挙げましょう――バビロンにいたイスラエルです。バビロンは大きくて巨大な世界帝国であり、イスラエルの民は打ちのめされ、散らされ、打ち砕かれ、粉々にされて、絶望の中にありました。「異国の地でどうして主の歌を歌えよう？」（詩篇一三七・四）。彼らはこの状況に絶望して、自分たちの琴を柳の木にかけました。しかし聞いてください！一人の預言者が「あなたたちのためにわたしは人をバビロンに遣わして、その貴人たちを引きずり下ろす」と語ります（イザヤ四三・十四、改訂訳欄外）。「あなたたちのために」――「あなたたちのために」――打ちのめされ、打ち砕かれた、希望のない民のために主はこれを行ってくださるのです。世界最強の帝国の一つだったバビロンがこのように投げ倒されて滅ぼされたのは、この惨めな、さげすまれている、うちのめされた捕囚の民のためだったのです。


  さて、この事例を今日に適用して、この御座は今も歴史の中に働いていることを理解してください。屈強の世界的勢力といえども、教会のゆえに粉々にされ、打ち砕かれ、崩壊するでしょう。反キリストに手綱が渡されるでしょう。彼は「神と称されるあらゆるものの上に自分自身を高く上げ、神の宮の中に座して、自分こそ神であると宣言する」（二テサロニケ二・四）ことを許されます。何人といえどもこれ以上のことをなしえるでしょうか？反キリストはこれほどのことを行う自由を与えられるのです。しかし次に、反キリストはキリストご自身の臨在によって打たれ、滅ぼされます。キリストの主権の内在的力がことごとく示されるには、それ以外のあらゆる力が現れるのを許す必要があるからです。悪魔は遠い道のりを行くことを許されますが、その背後には常に御座があります。この御座は告げます、「できるだけ先に進みなさい。しかしその後直ちに、わたしはあなたを滅ぼそう」。これが主の主権についての良い知らせです。


  これまで述べてきたことは序論にすぎません。しかし、それは「神の王国」というこの素晴らしい句に関して新たな理解を得る助けになると私は信じます。また、神の王国についてもっと深く見るなら感動するだろう、と私は信じます。しかし、次のことは大いにはっきりさせておきましょう。王国はすでに来たのであり、王国は現存しているのです。たとえ、すべてがこれとは逆の方向に働いているように思われたとしても、王国は機能しているのです。天で大能者の右におられる方は主です。この事実を信仰によって理解しなければなりませんし、苦難の日にこの事実の上に立たなければなりません。


  使徒たちや初期の教会が驚くほど堅固だったのは、王国の確かさを確信していたためだったことは間違いありません。彼らは正反対に思われる状況の中でも、王国の確かさを確信していたのです。このことに私たちは驚き、困惑するのではないでしょうか？当時、多くの迫害があり、多数の人が殉教し、悪や悪人や悪魔が勝利しているかに思われました。にもかかわらず、これらの人々は内側でそれに屈することなく、それを受け入れることもしなかったのです。彼らは個人であれ教会であれ、これが最終的な結論であって至高の力であるとは決して受け入れませんでした。彼らは死に至るまでそれを拒絶しました。なぜでしょう？主イエスは天の御座に上げられた、という揺るぎない最終地点に彼らは到達していたからです。これ以外に答えはありません。これは決着済みの問題であり、「最終的には他の何ものも自分たちを滅ぼせない」という現実を彼らは心の中で確信していました。彼らは勝利の中、歌いつつ死に赴いたのです。


  こういうことをペラペラと話すのは容易です。しかしそれでも――依然として――主は特別な苦難のために特別な恵みを備えてくださっているのは事実ではないでしょうか？「自分はある特定の試みをくぐり抜けられませんでした」、「自分はその状況に直面しなければならなかったのに、その状況をくぐり抜けられませんでした」と感じるときは常に、あなたは取る資格のない何かを取ろうとしているのです。主があなたを召して火や水の中を通される時、主はその中であなたのために特別な恵みを備えてくださいます。そして、その恵みは恵みの御座から来ます。「私たちはあわれみを受け、時機にかなう助けとなる恵みを見いだすために、大胆に恵みの御座に近づこうではありませんか」（ヘブル四・十六）。これは上にある御座であり、欠乏や苦難の時、必要な恵みを仲介してくれるのです。


  



  第２章 神の王国の働き


  



  マタイによる福音書十三章を思い出すためにこの箇所を開いていますが、そこには王国の働きが七重の方法で描写されています。


  



  王国のたとえ


  



  この七重の描写について詳しく説明するつもりはありませんが、この章から神の主権的支配の働きに関する顕著な特徴についてだけ取り上げることにします。「王国のたとえ」と称されるようになったこの章には、この働きが描写されています。「王国のたとえ」は人がこれらのたとえに付けた名称ですが、主イエスがつけられた名称は「王国の奥義」だったことを思い出した方がいいでしょう。


  



  たとえを理解するための鍵


  



  天の王国についてのこれらのたとえ又は奥義は、王国に関する私たちの定義――すなわち神の主権的支配――の光がなければ、理解するのは確かに不可能です。もしこれらのたとえをある領域や性質を示すものとして解釈するなら、あなたは正当な解釈を踏み外したのであり、必ずや混乱に陥るでしょう。これらのたとえほど論争の的になったものは、新約聖書の中にほとんどありません。これらのたとえを巡って様々な解釈がなされましたが、それにより学生たちや教師たちは互いに相容れない学派に分かれてしまいました。先に進むにつれて、私たちはこれについていくらか見るようになるでしょう。ですから、この混乱や矛盾から救い出されるために、これらのたとえを理解するための鍵を見いだす必要があるのです。そして、その鍵は間違いなく、王国は神の主権的支配である、という定義にあります。繰り返し言いますが、私はこれらのたとえを詳しく説明しようとしているのではなく、今日私たちにとって大いに重要で価値のある何かを得ようとしているのです。


  



  種を蒔く者のたとえ


  



  最初のたとえは、種を蒔く者のたとえと呼ばれています（十八～二三節）。主イエスは、種は王国の言葉であると言われました。主は「だれでもこの王国の言葉を聞く時」と言われました。さて、「王国の言葉」を「主権的支配の言葉」と再翻訳しましょう。主権的支配の言葉が蒔かれました。その結果はどうだったのでしょう？その大部分は失敗でした。比較すると、良い意味の成功はきわめて限られていました――あるものは三十倍、あるものは六十倍、あるものは百倍の実を結びました。王国に領域や性質という意味を持たせることがいかに無理かわかります。もしそんなことをすれば、神が支配しておられる領域の中で、あなたは失敗ばかりするという意味になってしまいます。しかし、そんなことをこのたとえは教えているのではありません。このたとえが教えているのは次のことです。主権的支配の言葉が種のように蒔かれました。この御言葉に対する反応や応答の大部分がかんばしくなくても、神は最後には成功を収められます。神はこの御言葉の中に潜在的に存在しているものを生み出す一粒の種によって成功されるのです。


  確かに人は失敗するかもしれません。人は喜んで受けるかもしれませんが、それはみな無に帰すかもしれません。人はある方法で応答し、うまくいきそうに思われるのですが――困難や逆境のせいで段々と後退してしまいます。しかし、失敗、失望、挫折があったとしても、それにもかかわらず――神は主権を行使して何かを獲得されるのです。神のこの主権的支配により何かが確保されます。これは働き人たちにとって途方もない主権の言葉であることがわかります。あなたは労し、散らし、与え、働き、苦しみます。しかし、あなたの蒔くものが真理そのものであるこの主権的支配の言葉なら、この御言葉は最終的にしくじることはありえません。あなたは大いに失望するかもしれませんが、御言葉を賜る方の御旨にかなう結果がそこに生じるでしょう。とても単純です。しかし、すべてを支配するこの主権的支配の法則を認識することがいかに大切かわかります。この主権的支配は究極的には、最終的に全くしくじることはありえません。労苦しても無駄だという証拠がかなりあるように思われますが、ここで主はこのたとえの中で述べておられます、「いいえ！それは神の支配の言葉なのですから、最終的に全く空しく戻って来ることはありえません。この御言葉から必ず何らかの結果が生じるのです」。この主権が統治しているのです。


  



  小麦と毒麦


  



  次のたとえは、一般的に小麦と毒麦のたとえと呼ばれているものです。ここで中心思想は御言葉から人々に移ります。今まかれるのは御言葉ではありません――蒔かれるのは人々です。王国の子供たちが地に蒔かれ、次に夜、敵がやって来て、自分自身の子供たち、自分の王国の子供たちを蒔きます。彼らは悪魔の子供たちです。悪魔の方法はその目的にふさわしいものです。悪魔の目的は神から出たものを無に帰すことであり、悪魔の方法はその真似をすることです。神の子供たちに似ている偽物たちを神の真の子供たちの間に混ぜてそれを無にすること――これがサタンの邪悪な知恵による策略です。働き人たちは畑の所有者のもとに行って、自分たちが見たことを告げました。すると、畑の所有者は言いました、「ああ、敵がそれを行ったのです」。働き人たちは言いました、「私たちはどうしましょうか？この毒麦を引き抜きましょうか？」。


  畑の所有者は答えました、「いいえ――主の主権に委ねなさい！両方とも一緒に育つままにしておきなさい。そうするなら天の主権、天の支配により、少しずつどれがどれか明らかになり、最後には容易に安全に見分けがつくでしょう。もしあなたたちがいま引き抜き始めるなら、あなたたちは見分けるための天の知恵を持たずにそうすることになります。どれが本物でどれが偽物か選り分けて、この悪魔の深い働きのもつれを解くことは、あなたたちの仕事ではありませんし、あなたたちにはそのための機能も能力もありません。これはあなたたちの仕事ではありませんし、あなたたちにはそれを行う資格もありません。ですから、成り行きにまかせなさい。そうするなら主権的支配により、何が小麦で何が毒麦か明らかになります」。


  この主権的支配により、この問題はすべて解決され、決着がつくでしょう。天の王国もしくは神の王国はこのたとえが描写しているようなもの――恐るべき混合――である、とは言えません。そうではありません。神の王国、天の王国は一つのことであり、神の主権的支配だけが神から出ているものを明らかにできるのです。


  しかし私たちが前進するにつれて、これが起きます。私たちはこの主権的支配に信頼することができます。この主権的支配はとても実際的であり、次のように働きます。真に神に属する人たち、天に属する人たちがいます。すると、そこにある人たちが入り込んできます――彼らは詩歌を歌い、同じ言い回しを使い、同じ方法で振る舞い、王国の者たちと関わりを持ちます。しかし、そこには一つの相違があります。内側深くでは彼らは実は「私たちに属する者ではない」のです。彼らは偽物です。本物ではなく、純粋な者でもありません。何か同じではないもの、何かなじまないもの、異質で奇妙なものがあることに彼らは気づきますし、私たちも同じように気づくかもしれません。私たちはどうすればいいのでしょう？彼らを追い払って、出て行くように告げるべきでしょうか？


  いいえ、いいえ！十分に長い道のりを行きなさい。そうするなら、彼らは自分たちの道を行くでしょう。この二つのものは自ずから明らかになって、長期的にはかなり容易になるでしょう。ヨハネは言いました、「彼らは私たちの間から出て行きました。それは、彼らが私たちに属する者ではないことが明らかになるためです」（一ヨハネ二・十九）。これが天の原則であることがわかります――いずれ正体が明らかになるのです。内なる根っこの部分が異なると感じられる人々――非戦闘従軍者――のことを忍耐強く我慢するのは難しいことです。しかし、イスラエル人と共にエジプトを去った雑多な群衆について述べると、時や試みによって彼らは選り分けられました。これが王国とその主権が働く方法であり、かなりの信仰とかなりの忍耐が必要とされます。


  



  からし種


  



  からし種のたとえ（三一、三二節）は、たとえ話の中で最も難しいものの一つであり、おそらく最悪の解釈や教えを生み出すきっかけとなったものでもあります。「天の王国は一粒のからし種のようなものです。それを人が取って畑に蒔くと、それはどんな種よりも小さいですが、成長すると野菜よりも大きくなり、木になって、空の鳥が来てその枝に宿るほどになります」。この他のたとえや主の教えという光を総動員して、その光の下でこのたとえを見るなら、主イエスは「これが天の王国です――天の王国とはこのようなものです」と言われたと信じることは本当に可能でしょうか？もし普通の一般的解釈を受け入れるなら、私たちは数々の現実問題に巻き込まれるでしょう。確かに、このたとえの意味は「キリスト教あるいは『天の王国』は最初はとても小さいが、非常に大きなものに成長する」ということであるかのように思われます。この解釈には一片の真理の要素があるかもしれません。キリスト教がエルサレムで始まった時、それは小さなものでしたが、何世紀もの行程を経てキリスト教は世界的なものになりました。しかし、主がこのたとえで言わんとされたのはそれだけなのでしょうか？


  私たちを制止して、私たちに再考を促す、少なくとも三つの事実があります。そこでもっとよく考えることにしましょう。


  一つ目は、主は他の時に救いに関して、その道と結果について、厳格な厳しい言葉をはっきりと語られた、という事実です。主の言葉はあまりにも厳格で厳しかったため、弟子たちは叫び始めました、「主よ、救われる人は少ないのでしょうか？」（ルカ十二・二三）。主は、「命に至る道は狭く、それを見いだして受け入れる人は少ない。その門は狭く、そこから入る者は少ない」（マタイ七・十三、十四）と語られました。主は弟子たち（主の教会を代表する者たち）を「小さな群れ」と呼ばれました。御父はこの小さな群れに喜んで王国をお与えになります（ルカ十二・三二）。「広いこと」と「狭いこと」、「幅が広いこと」と「幅が狭いこと」、大きいことと小さいこと、人気があることと人気がないこと、というように対照的な概念が使われています。これはこのたとえの通常の皮相的な解釈と全く一致しません。


  次に、「空の鳥」はどうでしょう？主はこの比喩を矛盾する方法で用いられたのでしょうか？種を蒔く者のたとえでは、主は空の鳥について悪い意味を持つものとして語られました。ここで主はこの語句を正しい適切な意味で用いておられるのでしょうか？これは霊感の整合性という原則を破ることです。


  第三に、一般的に言って、「からし種」はどんな種よりも小さいけれども、成長するとここに描かれているほど大きくなる、というのは本当でしょうか？いいえ、そんなことは決してありません。仮に私たちの主がそのようなものをご覧になって、それに注意されたのだとすると、主は何か異常で不自然なものに対して注意を払われたのです。それは十分に異常で不自然なことだったので、注意を引いたのです。


  これにより、イエスとそれに続く使徒たちのたとえや教えに一貫している要素が明らかになります。これらすべてのたとえには、選択的な、識別する、対比して、比較する、善と悪の要素があるのです。天の王国はそのようなものです。主権的支配はすべてを包括するものですが、とても特別で、選択的で、司法的なものなのです。あらゆる面で整合性を保つには、私たちはこのたとえを次のように理解しなければなりません。すなわち、キリスト教の「木」は異常で不自然な発展を遂げ、王国の真の性質と合致しない多くのものを宿すものになったのです。これらの「鳥」は上から生まれた人々ではありません。上から生まれた人だけが王国を見ることができ、その中に入ることができます（ヨハネ三）。この「鳥」たちはみな、木に舞い降りた者、非戦闘従軍者、寄生者であり、キリスト教から恩恵を受けている雑多な人々や物事です。彼らは王国の外見を装っていますが、王国の性質は持っていません。


  主は弟子たちに、これが将来起きること、そして主の主権によりこのようなことがことごとく行程の中に取り込まれたことを、知らせたのです。主はキリスト教の発展とその異常性を予見しておられたことを、私たちは知っておくべきでしょう。しかし、主の識別する見分けの霊がこんなにも多くのクリスチャンたちの間で道を得ていないのは、大いなる損失です。


  そもそも、神の真の働きについて、新約聖書はこのような異常性や、この類の異常な発展を示唆しているのでしょうか？むしろ、多くの世紀の総計は究極的には「だれも数えられない大群衆」になるものの、終末に近づけば近づくほど、凄まじいふるい分けと堕落が起きることを、新約聖書は示しています。大背教が起きなければその日は来ないこと（二テサロニケ二・三）、「裁きが神の家から始まらなければならないこと」（一ペテロ四・十七）を、新約聖書ははっきりと述べています。では次に、これ――大背教――が正しいとするなら、聖書は矛盾することにならないでしょうか。すでに述べたように、この問題に関する主の教えは弟子たちにとってとても明確だったので、「救われる人は少ないのでしょうか？」と彼らは叫びました。多くの人は広い道を行き、狭い道を見いだす人は少ししかいません。実は聖書は矛盾していません。聖書が述べているのは、神は広い道を考慮に入れておられ、主権により広い道を許容しておられるということなのです。神はやって来て、一般的に「キリスト教」と称されているこの奇怪なものを滅ぼしたりはされません。キリスト教は地上にあるかもしれませんが、神は主権によりご自身の道を歩んでおられ、ご自身が求めているものを確保しておられるのです。これらのことはみな全く事実かもしれませんが、神の主権的支配は前進し続け、この主権は保たれるのです。


  



  パン種のたとえ


  



  この同じ原則は次のたとえでも明らかです。


  「天の王国はパン種のようなものです。女がそれを取って三斗の粉の中に入れると、全体がふくらんだ。」（三三節）


  



  （ａ）パン種


  



  一般的解釈によると、このパン種とはキリスト教のことです。教会がキリスト教を取って、この世の中に入れると、塊全体がふくらみました――全世界がキリスト教で「ふくらみ」ました。この解釈は次のことを示唆します。すなわち、キリスト教はパン種のように深く隠れた所で力強く働き、その深い静かな動きによりこの世界は救われることになる、ということです。このような類のことを述べるのは容易ですが、それは皮相的な理屈にすぎません。歴史の光に照らして見るなら、また神の御言葉の光に照らして見るなら、そのようなことを信じるのは非常に困難です。


  もう一度、見てください。過去のどの時代にもまして、世界人口はクリスチャン人口を大幅に上回っています。キリスト教はほぼ二十世紀を経過しましたが、世界の大部分の多くの人々はいまだに福音を一度も聞いたことがありません。この地上の二十億人中十二億人がいまだにキリストのことを知りません。この事実を見てください。次に、何世紀にもわたって福音を手にしてきた国々の間で、言語を絶するほど不法があらわになっていることについてはどうでしょう？私たちは膨大な量の事実を積み上げて、このパン種の解釈を完膚無きまでに粉砕することができます。


  では、パン種の意味は何でしょう？ここのパン種は聖書の他の箇所で述べられているパン種とは別の部類のものである、とは私は信じません。聖書の整合性という観点から、私たちはパン種を常に同じ光の中で同じ意味に解釈しなければなりません。聖書の他の箇所では常に、パン種は邪悪なものであり――除き去られるべきものです。旧経綸では、人々は過越の祭りの前日の夜、ランプをともして、パン種がないかどうか家の中をくまなく探し、すべてのパン種を除かなければなりませんでした。パン種の形跡や痕跡が全くなくなったことが確認されるまで、人々は過越の食事を食べることができませんでした。人々は過越の祭りで種なしパンを食べなければなりませんでした。主イエスは「パリサイ人やサドカイ人のパン種」（マタイ十六・六）、「ヘロデのパン種」（マルコ八・十五）について話されました。パウロは「古いパン種を取り除くこと」（一コリント五・七）について述べています。聖書中どこでもパン種は何か邪悪な物です。パン種の機能や効果は、分解すること、破壊すること、引き裂くことです――家庭の主婦はだれでもこれを知っています。ここでも異なりません。依然としてそれはパン種であり、依然としてそれは邪悪なのです。「一つの領域としての天の王国はこのようなものです」と言うなら、あなたは困難に巻き込まれます。しかし神の主権的支配は、神聖な事柄の領域の中に入り込んだ、この分解する深い隠れた働き、悪の深い隠れた働きを、すべて見越していたのです。アルコール発酵させるようなもの、分解するようなもの、腐敗させるようなものは、天の王国ではありません。


  



  （ｂ）女


  



  黙示録二・二〇～二三（「イゼベルという女」）や黙示録十七章（「大淫婦」）のような聖書の御言葉を見るだけで、聖書ではしばしば「女」は組織の象徴であることがわかります。これまで何度も繰り返して、個人としての女や象徴としての女が神聖な事柄を腐敗させてきましたし、神聖な事柄との関わりの中に腐敗をもたらしてきました。例として、サムソン、ソロモン、その後の王たちをご覧なさい。テアテラへの手紙では、このように悪や腐敗が神の家の中にこっそり入り込んでいたため、最も厳しい判決が下されることになりました――なぜなら、その悪や腐敗は「サタンの深い事柄」（黙示録二・二四）と呼ばれているからです。これらのたとえにおいて、主はなんという予知と予見を示されたことでしょう！しかし、先に進むことにしましょう。


  



  （ｃ）三斗


  



  三斗について。三は神のパースンの数であり、神聖な事柄の数であることを思い出してください。悪が教会の中にまで広がりました。そこで、キリスト教ではまさに神のパースンでさえ、疑問や疑いの対象となりました。神ご自身――御子、御霊――について不正確に伝えられています。神に属する他の多くの事柄についても、悪がその中に入り込んで破壊してしまいました――その確かさを損なうことにより、その有効性や力を損なってしまったのです。これについてあなたはどうされるでしょう？


  神の主権的支配はこの問題――悪の働き、偽りの働き、神に属する事柄を不正確に伝えたり解釈したりする働き――を考慮に入れています。ご存じのとおり、歴史はまさにこのような事例で満ちています。私たちはレッテルを貼ることを好みませんが、これが過去数百年の間、いわゆる「現代主義」あるいは「近代主義」の領域で起きたことではないでしょうか？近代主義は神聖な事柄を崩壊させるパン種ではないでしょうか？イエスのパースンからその神性が剥ぎ取られ、神の御言葉の権威と確かさは否定され、聖霊は神聖なパースンとしての威厳を傷つけられました。他にもまだあります。主イエスは将来を予見し、歴史の成り行きをご覧になって、このように語られたのです。主は言われました、「あらゆる種類の異端や誤謬が神聖な事柄の領域の中に入り込むまで、この世代は過ぎ去りません」――近代主義主たちはこのようなことを行ったのです。


  しかし、神の主権的支配は進み続けます。これは神の困惑や神の敗北を意味しません。神の主権はこうしたものをすべて超えて偉大なのです。これが聖書の教えや歴史自体に真に整合する唯一の方法です。歴史をこれ以外の方法で読み解くなら、きっと全く盲目であるにちがいありません。すでに述べたように、私はこれらのたとえを詳しく説明しているのではなく、それらのたとえに一貫している要点を取り上げています。様々な角度から、様々な異なる根拠により、異なる状況の中で、今日に至るまで、主の主権は働いています。この主権によりたとえ何が許されたとしても、それはみなこの主権によるものであり、最後には完全に正しいことが立証されるでしょう。


  



  地引き網のたとえ


  



  最後のたとえ、海の中に下ろされた大きな地引き網のたとえに来ました。海は常に人類を意味します。そして、大量の魚を集めます。そうです、神の主権がこれを行います。網が投げ入れられ、あらゆる種類の魚がとれます。すると、神の主権が働き始め、悪いものの中から善いものを選り分け、ついに神は最初から求めてきたものを獲得されます。神は最後にそれを獲得されました。神の主権はこのように働きます。ここにはクリスチャンたちやクリスチャンの働き人たちに対する大きな教訓があります。仮に私たちが自分の道を行くとするなら、私たちは働きに出かける時つねに、神の御心に絶対的に確実に完全に適うものしか持たないよう注意するでしょう。選別し、垣根を巡らし、周囲に壁を設けて、それを排他的な群れにして保護しようとするでしょう。しかし、「そうしてはいけません！」と、これらのたとえは告げます。天の主権はそのような類のことをしません。最終的に天にしたがったものではないことがわかるものでも、そのような非常に多くのものを天の主権は許容しているのです。そうです、天の主権は多くのことを計算に入れています。しかし、天の主権は自分の道を進んでおり、最後には、すべての行程を経て、神は御心にとめてきたものを獲得されるのです。


  



  主の支配の包括性


  



  要約すると――この神の支配がいかに包括的かご覧なさい。この神の主権は、神がご自身の働きに関して許容されるものとも関係しており、クリスチャンたちにとって最も難しい困惑させられる問題です。私たちなら決してそんなことはしないでしょう。私たちなら隅々まで大いにこだわるでしょう。しかし、神がいかに包括的かご覧なさい。神は非常に多くのものを許容されます。神は許容されるだけでなく――私たちならおそらく決して用いようとしないものや、私たちが問題を感じるものでも、大いに用いられるのです。神は様々な状況をくぐり抜け、主権により数々の結果を獲得されます。神の結果こそ、神の主権に対する偉大な証しです。「どうやって神はこのことやあのことから何かを得ることができるのだろう？」と私たちは言います。神は獲得されるのであり、それに尽きます。「どうやって神はこのような方法で何かを得ることができるのでしょう？」。神はまさに獲得されるのです！このことやあのこと、こうしたあらゆることをご覧なさい。神は何を行えるのでしょう？最後の結論は、神は主権的に何かを獲得されるということです。


  これが神の王国に関する教えや啓示全体の大いなる中心であり核心であることがわかります。これはあなたや私が主に対して敏感でなくてもかまわないということではありません――それは全く別の問題です。これについては後ほど、王国と教会について述べる時に触れるかもしれません。これは、神はどんなことがあっても主権によりご自身の目的を達成されるので、私たちは御霊の御心に対して不注意であったり鈍感であったりしてもかまわないということではありません。神がご自身の道を行かれるとき、神が決して是認されないような事を私たちは何でも行ってよいということではありません。そうではなく、これが意味するのは、神は広大な領域を網羅しておられるということであり、それ自体内在的には神から出ていないとても多くの方法や手段を通して神の目的が成就されるということです。言わば、「仕事を進めている」のはこの天の支配なのです。


  私たちはとても好き嫌いの激しい、えり好みの多い者たちなので、神の主権のための余地を残しておこうとしないものです。これに対する大きな要請は、「神のために多くの余地を残しておきなさい」ということです。これが大切なことです。どんな状況になっても、「これにはもはや何の希望もない」と決して絶望してはいけません。この邪悪なもの、このパン種が広がっている現実――様々な矛盾や期待外れなものを抱えた、この異常で「奇怪な」キリスト教の広がり――にもかかわらず、この神の主権により、私たちは諦めて「キリスト教には望みがない」と言うのを許されていません。私たちは次のことを宣言し、信じ、立場とする地点に達しなければなりません――「キリスト教はかなり絶望的状況に見えますが、それでも神はそこから何かを獲得することができますし、獲得されるでしょう」。


  これが王国の良い知らせ、王国の福音です。この本の読者の多くはこれを証しできることを私は知っています。あなたは恐ろしくて耐えられない最悪の状況を経験してこられました。混合した希望のない状況です。あなたは絶望しました――しかし次に、あなたは神が何かを行われるのを見ました。この事実は「この王国の福音は証しのためにすべての諸国民に宣べ伝えられます」というこの御言葉になんという強さと力を与えることでしょう！神の主権により、最も不都合で見込みのない状況や最も希望のない状況でも、神は輝かしい証しに転じることができます。そうです、神はとても多くのことを許容されますが、すべてを支配しておられるのです。神はあらゆる種類の媒体を利用されます――悪魔自身ですら利用されるのです。これは主の主権にちがいありません！「敵がこれを行ったのです」。上等です、私たちは敵を利用して何が正しくて何が間違っているのかを明らかにし、何が神から出ており何がそうでないのかをますます明らかにしましょう。悪魔の働きはこの目的のために用いられます。これが天の支配です。


  これはみな、新約聖書の後の箇所で証明されています。パウロは「私の身にふりかかった数々の事柄」（ピリピ一・十二）と書き記しています――数々の事柄とは何だったのでしょう？悪魔の働きでした。また、パウロは「私たちはあなたたちの所に行こうとしました。ことに私パウロは一度ならず行こうとしたのです。しかしサタンが私たちを邪魔しました」（一テサロニケ二・十八）と書き記しています。奇妙な不思議な言葉です！そうです、悪魔は大忙しです。「サタンの使者」（二コリント十二・七）――サタンはとても活発です。しかし、最後はどうなったのでしょう？「私の身にふりかかった数々の事柄は、むしろ福音を前進させることになったのです！」。神の主権の下で、悪魔の数々の働きですら、神の目的を遂げるために用いられるのです。


  おそらく、これは頻繁に言われていることなので、一般に知られていることだと思います。しかし、私たちはもっと明確に、神とキリストが御座についておられるというこの確固たる地点に到達しなければなりません。この王国は現存する現実です。この王国に反する、それに敵対して働く多くのものがあります。神はそれらを滅ぼして消し去ったりはされません。神はそれらのものを許容し、次に制圧されます。そして最終的に、神の御座が確立され、「主の王国がすべてを支配する」（詩篇一〇三・十九）ことが明らかにされます。


  これらのたとえが私たちに告げているのは次のことです――すなわち、神は現実を直視しておられ、幻想を抱いてはおられないのです。王国の御言葉の種蒔きの大部分は失敗するというこの現実を神は直視しておられます。キリスト教は異常な複合体になって明確な証しを失うという現実を神は直視しておられます。誤謬と悪と偽りの隠れた秘密の働きが働いてすべてを崩壊させることを、神はわかっておられます。神はあらゆること――悪魔のすべての働き、悪のすべての働き、人のすべての失敗――を直視しておられます。しかし次に、神はそれらすべてに対する主権を宣言されます。これがここで起きることです。これを信じる力を求めようではありませんか。


  



  神の裁く働き


  



  私はこれらのたとえの別の面についてあまり多く述べませんでした。この別の面とはつまり、常に識別する裁く働きが進行している、ということです。これを見落としてはなりません。これらのたとえ全体を通して、主は線引きして切り分け、識別し、裁く働きをしておられます。神は、「すべて順調です――心配しないでください。クリスチャンよ、肘掛け椅子にでも座りなさい。座りなさい、王国が来るからです」と言っておられるのではありません。そうです、むしろ、「神の人よ、立ち上がりなさい！」と言っておられるのです。神は受け身的でも、無関心でも、不注意でもありません。神は「ああ、それなら大丈夫です。問題ありません。それについて心配しないでください」とは言われません。神はそのような方ではありません。神は裁く働きを行っておられ、将来もそうされます。神は黙示録の中の諸教会に対してそうしておられるように、物事をあるべき場所に置いて切り分ける働きを現実に行っておられます。神は識別する働きを行っておられます。神は一つのものをこちらに置き、もう一つのものをあちらに置いて、「この二つのものは異なる二つの領域に属しています」と仰せられます。これは主の主権の一部です。


  しかし、主要な点は次のとおりです。すなわち、神の王国の働き、あるいは神の支配の働きにより、最後にはこの支配が勝利するのです。たとえ何があっても、この支配が勝利します。最後には、天の支配、神の支配の勝利が明らかになるのです。


  



  第３章 王国と教会


  



  「そのころ、バプテスマのヨハネが現れ、ユダヤの荒野で宣べ伝えて言った、『悔い改めよ、天の王国が近づいたからである』。」（マタイ三・一、二）


  「わたしはあなたに言います。わたしはわたしの教会を建てます。ハデスの門もそれに打ち勝つことはありません。」（マタイ十六・十八）


  「もし彼らの言うことを聞かないなら、教会に告げなさい。」（マタイ十八・十七）


  



  マタイによる福音書は本質的に王国の福音ですが、教会について新約聖書の中で最初に述べているのがこの福音書であることはとても意義深い事実です。


  



  王国と教会の違い


  



  最初に持ち上がる疑問は、「王国と教会との間にはどのような違いがあるのか？」ということです。その違いは何でしょう？王国と教会は二つの別々のものなのでしょうか、それとも一つのものなのでしょうか？かなり大きな学派が、王国と教会は二つの別々のものであることを証明しようとしてきました。この学派によると、王国は一つのことであり、ある時代に属するものであり、今のこの経綸では保留されていますが、今の教会時代の次の時代にユダヤ人が回復されるとき到来します。もしこれを信じることを欲するなら、あなたは――これまでそうされてきたように――聖書の御言葉の辻褄合わせをかなりしなければならないでしょう。私が見るかぎり、聖書はこの教理の体系を全く支持していません。しかし、論争的な要素や混乱の元となるものを私は導入したくありません。私はただ「これは私たちが直面すべき問題です」と言うにとどめます。


  王国と教会の違いは何でしょう？これらは二つの別々のものなのでしょうか？その答えは、はいであり、いいえです。王国と教会は同じものではありませんが、それでも同じものでもあるのです。これはあまりあなたの助けにならないことは承知しています。しかし、先に進んで説明しなければなりません。


  神の主権的支配と天の主権的支配は王国と呼ばれるようになりましたが、第一に、前に説明したように、ある神聖な事実の告知、宣べ伝え、宣言です。その事実とは、神の主権が今の時代に御子イエス・キリストにより、また彼を通して、新しい直接的な形で確立された、というものです。この事実が聖霊の力により最初に宣言されたのはペンテコステの日のことでした。神はイエスを主ともキリストともされました（使徒二・三六）。それ以降、「イエスはキリストである！」というこの音色が諸国民の間に鳴り響き、ますます広がっていきました。これ――宣べ伝えや告知――がこの主権的支配もしくは王国の第一段階です。


  次に、すでに見たように、主権的支配もしくは王国は一つの活動でもあります。それが告げ知らされる時、その宣べ伝えがなされる時、何かが起き始めます。天が動いて、信じる人々が救われます。地獄が目覚め、王国の使者たちは迫害されます。それは活動であって――たんなる教理、真理、理論ではありません。この主権的支配もしくは王国は強力な力なのです。ですから、事実を示すとき、それは応答を要求するものとなり、そしてそれによりふるい分けや選別がなされ、人類を二つの区分に分けて、二つの王国のいずれかに分類します。


  さらに、私たちはこの支配がどれほど包括的なものなのかを見ました。この支配は万物に主権を及ぼし、万物をこの主権の下に置きます。敵意や反対さえもこの主権によって用いられて、御旨に役立つものとされます。これらのたとえが大いに明らかにしているように、この支配はすべてを包括するものであり、歴史上の出来事の成り行きをすべてお見通しです。マタイによる福音書十三章の最後のたとえは、私たちを直ちにこの時代の最後に連れて行きます。最初の段階は種を蒔くこと、王国の言葉を蒔くことでした。その後、あらゆる局面や段階や紆余曲折、あらゆる出来事を経て、最後のたとえ、この時代の終わりに来ます。その時、この主権的支配はすべてを包括していたこと、将来の出来事や物事の成り行きを予見し予告していたこと、そして万物を握っていたことがわかります。ですから最後には、この主権的支配が勝利を収めます。これが「王国」の本質的意義です。


  



  教会と王国の実


  



  教会とは何でしょう？さて、この主権的支配の働きや活動は次のようになされます。王国の宣べ伝えによって引き起こされた問題、要求、ふるい分けの結果、適切な反応や応答をする人々が見つかります。彼らはこの主権的支配が意味するものの中に直ちに入ります。この人々は言わば、イエスはキリストであることを最初に認識して、次にそれを宣べ伝える人々です。この主権的支配はこれまでずっと働いてきました。次に、この主権的活動により諸国民の間で得られた実は、教会と称されている一つの団体の中に集められます。教会は神の主権的統治の働きを収容する器、保管庫となります。教会は器として、この主権的活動によって得られた実を自らの中に収めます。ですから、王国は教会をもたらすのです。また、教会は王国の結果であり、その化身なのです。


  興味深いことに、マタイによる福音書はこれをはっきりと示しています。これは洞察力があればわかります。十三章の七つのたとえの最後のたとえ、地引き網のたとえは、すでに述べたように、私たちをこの時代の最後に連れて行きます。御使いたちが遣わされ、良いものは器の中に集められますが、悪いものは投げ捨てられます。さて、二四章三一節に行きましょう。ここで主は「この時代の終わりはどうなるのでしょう？」（三節）という弟子たちの質問にはっきりと答えておられます。「彼は御使いたちを遣わします（中略）御使いたちは選民を集めます」。さて、十三章は悪い魚を投げ捨てることについて述べており、二四章は良い魚を集めることについて述べています。この両者の間の十六章と十八章で教会が導入されていることがわかります。


  はっきりしたでしょうか？王国の働き、王国の活動とは、探し出すこと、見つけ出すこと、要求を突き付けること、受け入れること、集めること、教会の中にもたらすことなのです。教会が存在するようになることについて、「わたしはわたしの教会を建てます！」としか述べられていないのは奇妙なことです。教会はあっさりと導入されます。まるで教会についてわかっていたかのようです。そして次に、最後の絵図で選民が集められます。教会は神の主権的支配の最初の活動の実であり、その総計です。教会は「立てられた」ものであり、「選ばれた」ものです。ペテロとパウロは教会についてまさにこのような言葉で述べています。「父なる神の予知によって立てられました」（一ペテロ一・一、二）。「神は世の基が据えられる前からキリストにあって私たちを選ばれました」（エペソ一・四）。


  教会と王国は二つの別々のものではないけれども、依然として二つのものであることが明らかになったと信じます。もしあなたさえよければ、王国と教会は原因と結果であると言ってもいいでしょう。教会と王国は互いに相補的なものなのです。この主権的支配は教会よりも「大きな」ものであるという感覚があります――つまり、「大きな」という言葉を内在的価値ではなく規模を示すものとして用いるならです。この主権的支配はそれほどまでに包括的なものなのです。すでに見たように、この主権的支配は何でも利用します――ほとんどあらゆるものを利用します――神の子供たちの間に自分の子供たちを蒔いた敵である悪魔の働きさえも利用します。この主権的支配はこのように広大で素晴らしいものです。しかし次に、この主権的支配はある結果に集中的に取り組み、それらを集めて、キリストのからだと呼ばれる一つの堅固な実体とします。ですから、王国と教会は対をなすものです。王国と教会は一つですが、それでも一つではないのです。


  次に、教会は主の支配の勝利の化身です。これは事実や真理を述べたものであるだけでなく――輝かしい証しでもあります。この句は神が教会をどう思っておられるのかを述べているだけでなく、教会はどうなるべきかについても述べています。教会は神の主権的支配の勝利の化身となるべきものです。もちろん、実際の教会は全くそのとおりのものです。私たちが新約聖書の概念にしたがって真に教会の中にあり、教会に属しているなら、私たちはみな神の主権的支配の勝利の化身であり、その表現なのです。もしよければ、主権的恵みという句を用いることもできます。なぜなら、この経綸における神の支配は恵みの支配だからです。私たちがここにいるのは主権的恵みの勝利によります。また、私たちはただこの根拠のみに基づいてここにとどまるでしょう。そして最後に、私たちはこの選ばれた群れの中にいるでしょう。それはただ、恵みによる神の主権的支配の勝利のおかげです。これが王国の実としての教会です。


  



  この世に関する主権的活動


  



  次に、種を蒔く方が王国の言葉を蒔かれましたが、教会はこの王国の言葉に関する主権的活動が結実したものです。ほとんどは失敗し、期待はずれでしたが、三十倍、六十倍、百倍の実を結ぶものもありました。教会はその実を取り込みます。教会は王国の言葉の勝利から成り立っていることがわかります。私たちの中には「三十倍」の実である人や、それより少し多い実である人や、百倍の実である人すらいます。いずれにせよ何かが起きて、主は私たちの間で何かを獲得されました。私たちは主にできうるかぎりのものを得ていただきたいのです。しかし、これがまさに教会です――教会は王国の言葉が三十倍、六十倍、百倍の実を結んだものです。教会は毒麦を制する小麦であり、悪魔の子供たちを制する王国の子供たちです。私たちは真に神の子供であると言えることを神に感謝します。


  また、教会は種なしパンの真理の化身です。教会は「種なしパン」をもって「祭りを守り」ます（一コリント五・八）。これはパン種が取り除かれたことを霊的に意味します。神に感謝します。腐敗させて分解する罪と世の働きは対処されました。


  教会はこの木――異常で奇怪な大木――の内なる原則を制します。一粒のからし種が成長して大きな木になりましたが、通常自然界では決してそのようなことはありません。それは何か全く異常なことであるにちがいありません。しかしそれに対して、教会は何か霊的に自然で健全なものです。教会には異常なものは何もありません。主は私たちをあらゆる異常なものや、あらゆる風変わりなものから解放してくださいます。風変わりであることから救い出されるよう、主に求めなさい！教会は真実なものであり、この大木のような偽物ではありません。


  教会はまた、良い魚を入れる器です。おそらくあなたは自分のことを魚とは思いたくないでしょう！しかし、教会は器です。私たちは自分のことを良い魚とは思わないかもしれません――とても貧弱な魚だと感じるかもしれません！――それにもかかわらず、私たちはそうではありません。そこにはある違いがあるのです。


  これらに加えて、教会は「高価な真珠」、「畑に隠された宝」でもあります。


  これはみな、王国に関する教えの範疇にあります。これはみな、王国の奥義あるいはたとえについての章と同じ章の中に出てきます。それらはみな何か積極的な結果になり、消極的なものや悪いものに勝利します。そして教会が到来して、王国の言葉が生み出した実である積極的な正しいものをすべて収穫します。こうして教会は選ばれた民、選民、聖なる国となり、この意味において「王国」がそれに与えられます。私は今はこれを掘り下げることはしません。あなたは前に引用した御言葉を思い出すでしょう。


  



  主権的支配の座


  



  しかし、教会はこの主権的支配の実と勝利の化身であるだけではありません――この支配の直接的力は教会の中に集中しており、次に教会を通して伝達されるのです。神の主権的支配、天の主権的支配は教会の中に集中しています。これが最初に生み出された頃の初期の教会に関する第一の偉大な真理です。神と天のこの主権的支配、統治、主権、権威はどこに見いだされるのかを知りたければ、あなたはそれを教会の中に見いだせます。教会はエルサレムにあり、アンテオケにあり、至る所に存在するようになります。神はある特別な方法で教会の中に権威と天の力を置かれました。


  ああ、教会がこのような意味を持つ自分の存在意義に気づいていれば――教会が自分に委託されたこの大いなる資産に気づいていれば。教会はこの主権的働き、神のこの力強い活動と支配を入れる器です。これが教会に託されています。物事があるべき状態にあったなら、それはまさに教会の中に見いだされるとおりのものだったはずです。未信者たちがやって来て平伏し、「神があなたたちの間におられます」（一コリント十四・二四、二五）と告白したことが何度もありました。教会は喜ばしく、楽しく、他の様々な面でも祝福されていますが、教会はなおも何か大いに畏るべき特徴を帯びているべきです。「残りの者たちはだれもあえて彼らに加わろうとはしなかった」（使徒五・十三）。ああ、神の聖さによるこのような禁じる働きが、教会の中に見いだされますように！教会は神が主権をもってこのような裁きを行われる座です。教会はそうなるべきです。


  



  この主権的支配は教会を通して伝達される


  



  しかし次に、この主権は教会を通して伝達されます。「ナザレのイエスの御名の中で…」（使徒三・六）と記されています。「ナザレのイエスの御名の中で、私はあなたに命じ、あなたに言います…」。ここでは、この伝達された権威、王国、この主権的支配は教会の中に集中しており、教会を通して働いています。これが教会のあるべき姿です。イエス・キリストの権威は教会の中にあり、教会によって行使されなければなりません。マタイ十六章はこれを大いに明らかにします。「わたしはあなたに天の王国の鍵（複数）を与えます。何でもあなたが地上で縛るものは天でも縛られ、何でもあなたが地上で解くものは天でも解かれます」（マタイ十六・十九）。これが天と地における権威でないなら、何が権威でしょう？しかし、これは主の権威であり、この権威は主の勝利により主に与えられたものなのです（マタイ二八・十八）。


  



  神聖な天の秩序の表現


  



  教会はさらに、その中でこの神聖な天の秩序や支配が表現されるものでもあります。神の王国、天の王国の本質的側面及び要素の一つは、支配しておられる方の性質です。そうである以上、教会は職務的なものや聖職的なものであるだけでなく、霊的な道徳的性質を帯びたものでもあるのです。ここで私たちはこの黙想を広げて、マタイによる福音書の素晴らしい三つの章に戻らなければなりません。その三つの章とは、いわゆる「山上の垂訓」を中に含んでいる章のことです。なぜなら、この三つの章では価値観が逆転しているからです。力に関する観念が全く変わっています。徳は傑出しており、性格は卓越しています。真に価値があるのは、あなたがどのような者であるかということであり、職務上の組織化されたものではないことが示されます。「柔和な人は幸いです。彼らは地を受け継ぐからです…」。「霊の中で貧しい人は幸いです。王国は彼らのものだからです…」。


  これはとても広大な領域を開きますが、今は触れることができません。しかし、それはみな次のようにまとめられます。すなわち、この王国は、一つの観点から見ると、主権者である方の性質や性格の表現であり、またそれは教会の中に見いだされるべきものなのです。私たちは王国のことを偉大な一般的事柄と思うかもしれません。王国はあらゆるどんな反対にもかかわらず、全世界で働いて活動している、と私たちは思うかもしれません。しかし、王国はそれにとどまりません。王国は働き続け、ついには自分自身の性格の表現を生み出すのです。王国はどこまでも深く働き続け、ついには御座についておられる方の性格を表現する数々の核を生み出します。そして、教会こそこの神聖な天の性質が見いだされる所であり、この性質こそ至上のものなのです。


  おそらく、天から働いている力の中で柔和さの力ほど強いものはありません。「彼はご自身を低くして従順になられました…」（ピリピ二・八）。しかし、サタンの王国はこの線に沿って完全に粉砕されました。人々は全く柔和さを好みません。これは革命です。しかし、この凄まじい力――このように霊の中で貧しいこと、このような柔和さ、このように義のために迫害されること、他のすべてのこと――は教会の中にあることがわかります。教会の中に力があり、教会の中に権威があります。あなたがひざまずいて、自分のプライドを全く打ち砕かれる時、あなたは完全な勝利を得て突破し、神のもとに達します。そのようなことが頻繁にあります。自己を全く空にされることが力を得る道であり、神の道であり、天の道です。これが王国もしくは主権の本質であり、教会はこれをすべて受け取らなければなりません。


  



  キリストと共同の相続人である教会


  



  結論として、一言だけ短い言葉を述べます。教会はキリストと共同の相続人であり、来るべき代々の時代に、この嗣業、この宇宙的支配を受け継ぎます。聖書の権威に基づいて私たちはこれを知っています。教会は来るべき世界の王座の相続者です――教会は主イエスと共に、自分以外のあらゆるものを管理する地位につきます。というのは、都の存在は国の存在を前提としており、大都市の存在はさらに広大な領域の存在を前提としているからです。諸国民のただ中にあるこの都は、諸国民を統治する統治権がそこにあることを意味します。そして黙示録の最後では（二一・二四、二二・二）、この都からすべてが発するのです。


  



  第４章 王国の優位性


  
    「思い煩ってはいけません。（中略）あなたたちのうちだれが思い煩ったからといって（中略）なぜ思い煩うのですか？ですから、思い煩ってはいけません。神の王国と神の義を第一に求めなさい。そうすれば、それらのものはみなあなたたちに加えて与えられます。」（マタイ六・二五、二七、二八、三一、三三）

  


  私たちの英語の聖書で「王国」と訳されている言葉の意味は主権的支配であることを、もう一度思い出して、はっきりと念頭に置くことにしましょう。そうするなら、いま読んだこの三三節は新たな意味や価値を帯びるようになることが直ちに明らかになります。「第一に神の主権的支配を求めなさい。そうするなら、それらのものはみな加えて与えられます」。


  文脈に注意してください。この節は五章から七章のいわゆる「山上の垂訓」のまさに中心にあることがわかります。山上の垂訓には百十一の節があります。これはマタイが記録した主の五つの談話の最初のものです。さらに、この談話はもっぱら主の弟子たちに対してなされたことがわかります。この弟子たちはこの主権、この支配、この王国の核でした。「群衆を見て、彼は山に登られた。彼がそこに座した時、弟子たちがやって来たので、彼は口を開いて彼らを教えられた」（マタイ五・一、二）。ですから、山上の垂訓はこれらの弟子たちと関係していたことは明らかです。弟子たちはこの主権的支配の中に直ちに入り、その意義に本質的にあずかりました。キャンベル・モルガン博士はこの区分のことを、「王なるイエス、その教義と法律の布告」と呼んでいます。山上の垂訓は王とその王国の法律の布告であり、支配者とその支配の布告でした。


  



  神の主権的支配による平安の法則


  



  次に、「神の王国と神の義を第一に求めなさい。そうすれば、それらのものはみなあなたたちに加えて与えられます」が神の主権的支配の法則です。文脈から、この法則は生計を立てる様々な方法や手段に関する心配と関係していることがわかります。特に、明日のことに対する心配と関係しています――ついでながら、この法則は多数の神経衰弱やかなりの神経症のまさに根本原因を突いています。しかし、この問題については扱いません。ある法則、この主権的支配の法則について明確に述べることにします。この法則は何度も繰り返されるこの言葉――思い煩い、思い煩い、思い煩い――を征服するものです。ですから、この法則は神の主権的支配による平安の法則です――あなたは王国の中にいるので平安なのです。私たちはすぐに活動圏や領域のことを思い浮かべてしまいますが、それは二次的なものです。あなたは神の主権的支配の中にあるので、「それらのものはみな」与えられます。


  



  積極的法則


  



  しかし注意してください――これは受動的な法則ではありません。親切な人々は至る所で「ああ、心配してはいけません。主があなたを顧みてくださり、その問題の面倒を見てくださいます。万事よくなります」と言っていますが、主イエスはそのようなことを言っておられるのではありません。主はそのようなことは仰せられません。それは、「神を保険会社の代わりにしなさい。そうすれば、神がすべて面倒を見てくださいます」と主は決して仰せられないのと同じです。また、主は問題を宗教界に委ねて、「その問題を祭司に委ねなさい。そうすれば、祭司がその問題を処理してくれます」「その問題を教会に委ねて、自分の責任をすべて下ろしなさい」と言っておられるのでもありません。こう述べるのは、私たちが主の御言葉の核心に達するためです。どうにかして、私たちは主の御言葉の真の核心に、この真意に達しなければなりません。そして、あらゆる誤解や間違った観念、またあらゆる間違った道を取り除かれなければなりません。「何らかの方策（保険など）や何らかの急場しのぎの方法で、自分の肩から責任や負債を下ろしてどこかよそに置けさえすれば、安心できるようになるのに」と多くの人が考えています。しかし、そのような方法はうまくいきません。あなたは被造物の中で最も手厚く保護されている人かもしれませんが、それでも最もひどい心配、思い煩い、悩みを抱えている人かもしれないのです。責任を放棄しても安心が得られる保証はありません。また、「心配するな。万事よくなる」といった偽りの受動性によって、安心が得られる保証もありません。


  しかし注意してください――これは積極的な法則なのです。主は「ああ、心配してはいけません」と言われたのではなく、「第一に求めなさい」と言われました。この法則はとても積極的なものであることがわかります。「第一に求める」なら、責任を取り去られ、他のことについても世話してもらえます。「この神の主権的支配、この神の統治、そして神の義を第一に求めなさい」。これは積極的な原則であり、神の支配にどれだけ役立つかという光に照らしてすべてを見ることです。これを行いさえするなら、あなたはここに記されている恩恵を受けられるようになります。私たち自身の益は二の次であり、最後まで後回しです。主の権益が第一であり、生活がこの原則に基づいて調整されるなら――この原則に基づいて調整されるなら――、そしてこの原則に基づいたものであり続けるなら、他の結果がこれに続きます。神が他の事柄の面倒を見てくださるのです。


  



  入念に生活を調整すること


  



  「生活がこの原則に基づいて調整されるなら」と私は述べました。私たちのうちの幾人かは、長い時間を費やして、生活をこの原則に基づくものにしなければなりません。これは事実です。私たちはかなり長い時間たって初めて、この道にしたがって自分の生活を再調整し始めるようになります。まあ、たとえ遅くても何もしないよりはましです！しかし、若者や若いクリスチャンに――特に何らかの形で自分の生活を調整しようとしている若者に――一言述べたいと思います。おそらくあなたは結婚生活を始めたばかりか、あるいは結婚生活を送ることを考えているところかもしれません。今こそ、この主権的支配の原則に基づいて生活を調整する時です。今こそ絶好の機会であり、この機会を有効に活用するなら、後になって多くのことを取り消す必要はありませんし、多くの後悔にさいなまれることもありません。この主権的支配のこれらの法則はみな、ご覧のようにとても実際的であり、これはとても実際的なものなのです。どこに住めばいいのでしょう？どんな家を持てばいいのでしょう？これはみな実際的な問題です。あなたはこの原則に基づいてすべてを調整しなければなりません。「これは神の主権的支配にどう役立つのか？」――これが重要な支配的原則であり、これにしたがってすべては調整されなければならないのです。


  これを第一にするなら、あなたは私たちが様々な場所で見かけた多くの悲劇から逃れられるでしょう。ああ、良い家、良い家庭かもしれませんが、距離や他の点で主の権益とは全く無関係なのです。そして、それは悪夢、妨げ、制限となり、主に関する事柄が被害を受けることになります。とてもとても多くの霊的悲劇が生じます――多くの人が主に対して失敗を犯し、霊的度量や主に対する有用性を失い、奉仕や教会に関することで失敗しました。このようにこの原則を拡張することができます。この世の生活全般や、成功と野心の問題――なんと広大な領域をこの原則は網羅することか！今、この天の支配の法則あるいは原則に基づいて、あなたは自分の生活を第一に神の権益や神の支配にかなうものとなるように調整しなければなりません。これが第一でなければなりません。もしそうなるなら、あなたは「神が自分のことを顧みてくださる」と確信して安息することができます。あなたは確かに、長期的に損失を被ることはありません。神はご自身の分を忠実に果たしてくださいます。


  次に、あなたはこの調整された生活を維持し、この原則に基づく生活にとどまらなければなりません。この生活から逸らされるのはいとも容易です。ありとあらゆるものがこの生活を邪魔します。生活上の小さな事柄で、生活全般にわたって、敵は何とかして私たちをこの道から逸らし、引き離そうとしており、また主の権益に取って代わるものを持ち込もうとしています。これを敵は真剣かつ真面目に行っており、私たちは勤勉のかぎりを尽くし、目を覚まして堅く立たなければなりません。前に述べたように、これは決して受動的なことではありません。これは行き当たりばったりで何とかなることではありません。「第一に求めなさい…」。


  



  神の王国を第一に求めなさい


  



  さて、この「求めなさい（seek）」という言葉は強い言葉です。「探しなさい（seek）、そうすれば見いだします」と主は別の箇所で言われました。「なぜなら、探す者は見いだすからです」（マタイ七・七、八）。これは勤勉に働く人の絵図です。求めなさい。これに取り組み、これをあなたの仕事とし、これに専念しなさい。神の主権的支配を第一に求めなさい――第一に求め続けなさい。もしあなたが別の道を取るなら――自分自身の事柄や利益を第一にするなら――主はこれをあからさまには語っておられませんが、その結果はきわめて明快に示唆されています。なぜなら主は、「あなたたちは思い煩っています。どうして思い煩うのですか？」と言っておられるからです。主は「数々の問題に直面している」人々について述べておられますが、これは次のことを示唆します。「もしあなたが自分の利益を第一とするこの別の道を取るなら、あなたは自分でその結果の責任を負わなければなりません」。あなたは神の主権的支配の庇護を受けずに自分の人生の責任を負わなければならないのです。神の法廷で頼るべきものが何もないのは恐ろしいことです。主が真に万事を益としてくださるのを当てにできないのは恐ろしいことです。また、思い煩う必要は全くないという保証が全然ないのは恐ろしいことです。この重荷を取り、自分自身でこの荷を運び、自分で人生の問題に取り組みなさい。そうするなら遅かれ早かれ、あなたは自分の手に負えない凄まじい状況に出くわすでしょう。これが別の道であり、多くの人は悲惨なことにこの道を歩んだのです。


  「しかし」――この言葉で状況は転じて一変し、立場も変わります――「しかし第一に求めなさい……」。すべては私たちの事情や生活の中に働く神の主権的支配の問題にほかなりません。私たちは神の主権的支配を知り、それを楽しみ、それを証明し、その現実性を経験できます。素晴らしいことに、ついには私たちは神の主権的支配が現実のものであったことを知るようになるのです。たとえ神が主権をもって働いておらず、神は私たちの益のために働いておられないように思われる時でも、神の主権的支配は現実です。神が少しも働いておられないように思われる所でも、その状況は依然として神の御手の中にあったことを、最後に私たちは知るようになります。そうです――神と共に長生きするなら、当時は主の統治や支配に反するように思われた状況を振り返って、そうした状況は結局のところ益になったことがわかるようになるのです。これは真実です。おそらく、この本を読んでいるあなたは今日、神の主権的御手の痕跡を辿るのが難しい状況の中にあるかもしれません。しかし、神の御言葉は堅固であり、神の御業は確かです。主は言われます、「あなたがわたしの権益とわたしの支配を第一にするなら、わたしがそれ以外のことをすべて世話します――これらのものはみな加えて与えられます」。


  この原則は功を奏してきたことをはっきりさせようではありませんか。私たちはこの原則を個人的なものにしなければなりません――なぜなら、思い煩いは個人的なものだからです。そうではないでしょうか？私たちは思い煩い、問題事や心配事、混乱や困難を抱えています。これはみな私たちが抱えているものです。その多くは不必要なものではないでしょうか？――私たちはあちこちに出かけ、何かの用事や目的を果たし、取り引きを行ったり、何かの計画を遂行しようとしますが、立ち止まって、「さて、これは主のどんな権益の役に立つのだろう？」と自問しようとしないのです。衝動、気まぐれ、肉欲――自分の好むもの――こうしたありとあらゆるものが生じて私たちの人生行路を支配します。主は言われます、「止まりなさい！最も大切なのは、わたしの占める地位であり、わたしの権益のためにどう役立つかなのです」。おそらく、これはとても厳しく思われるかもしれません。律法的だとすら思われるかもしれません。しかし、そうではありません――これは神の支配の恩恵にあずかる道なのです。


  「神の王国と神の義を第一に求めなさい」。ここに二つのものがあります。第一は王国――神の主権的支配――です。言い換えると、「生活の中で神が占める地位に関する事柄、すなわち神の主権的支配を第一に求めなさい」ということです。神は主であり、主権者です。ですから、神の地位に関する事柄を第一に求めなさい。これはとても単純で幼稚に聞こえますが、神の地位こそ最も重要なものなのです。このことで神はどのような地位を占めておられるのでしょうか？神はどこに到来されるのでしょう？神の地位は主権的地位です。主権的支配は神の権利なのです。


  



  神の義を第一に求めなさい


  



  次は神の義です――これは神の性格と関係する事柄です。神に似ていること――敬虔さ――を第一に求めなさい。全聖書はこの義と不義に関する問題でいっぱいです。義とは神に似ていることであり、神に属するものです。「義と裁きとは御座の基です」（詩篇九七・二）。不義とは神に反することであり、預言者や先見者はこれに対して神の不興と怒りを宣告しました。私たちが最優先して求めるべきことは、（１）神が私たちの生活の中で正当な地位につかれることであり、（２）敬虔さなのです。これがまさにこの法則の核心です。これが意味するのは、あなたや私は第一にキリストに似た者、神に似た者となることを常に求めるべきである、ということです――これは「神のようである（godly）」という言葉を拡張した表現にほかなりません。また、私たちはこの似姿、神の性質と性格を状況の中にもたらさなければなりません。また、神がイエス・キリストにあって啓示されたように、私たちは神の似姿の表現が地上に見いだされるようにしなければなりません。これは、私たちは次のことを第一の主要な任務とすべきことを意味します。すなわち私たちは、自分の家庭を神を実際に知ることのできる場所、神の似姿で特徴付けられた場所とするべきなのです。そのために私たちは全神経を集中して、神をその真の姿にしたがって生活のあらゆる場面にもたらさなければなりません。


  これはこの御言葉を誇張したものではありません。神の義、神の性格、神の似姿、神ご自身――これを第一にもたらすことをあなたの任務としなさい。そうするなら、まさにその場所で主があなたのために完全に主権的に支配されるのを、あなたは経験するでしょう。単純に述べるのを許してください。しかし、私たちはこの節を引用するのが習慣なのです――「神の王国と神の義を第一に求めなさい。そうすれば、それらのものはみなあなたたちに加えて与えられます」。そうです、しかしこれは何を意味するのでしょう？これは進んだ教えであり、主イエスがこれを弟子たちのために取って置かれたのはそれが一つの理由です。救われていない人に山上の垂訓に従って生活するよう求めても全く無意味です。これは回心していない人のための生活規則ではありません。これを彼らに与えても実行不可能です。これは王国の子供たちの日々の生活の実際的原則なのです。


  



  神の王国 対 敵の王国


  



  しかし、神の王国のすぐそばには常に、別の王国、別の統治、別の支配、別の神が潜んでいます。この別の王国の目的は神の民を隷属や束縛の中に陥らせ、重労働の中にとどめておくことです。あなたは直ちにエジプトを思い起こされるでしょう。イスラエルがエジプトにいたことを聖書が述べているのをあなたは思い出されるでしょう。少し考えてみてください。イスラエル（Isra-el）――とは神の王子を意味します。その国民はイスラエルの子らであり、エジプトで束縛、隷属、たいへんなうんざりするような労働の中にありました。これは絵図です。神の支配の数々の法則は、私たちを解き放ち、解放するためのものであり、私たちに自由と、安息と、繁栄を与えるためのものです。それなのに、この別の支配が常に近くに影を落としているのです。この別の支配はこの哀れな世界を自分の忌まわしい支配下に置くだけでは飽きたらず、とりわけ神の子供たちの上に影響を及ぼして、つらい隷属の中に陥らせようとしているのです。


  多数のおびただしい神の子供がそこにおり、思い煩いに悩まされ、この別の王国の恐るべき支配の中にあります。この別の王国は神が御民の間でお受けになる栄光を奪おうとしており、神の子供たちの姿――思い煩い、打ちひしがれ、心配し、恐れに満ちている姿――で神を中傷しようとしているのです！彼らはそれでも神の子らです。なんという矛盾でしょう！神の子供たちの中には、霊性を失うことを恐れて、決して笑うまいという恐ろしい計画を実行している人がいるようです。これはとても嘆かわしい問題です。御民に対する神の御思いは、御民が解放された自由な民となることです。これは裁きや罪定めや罪の刑罰からの解放を意味するだけでなく、この思い煩いに満ちた心や陰気な表情の圧政からの解放をも意味します。


  悪魔が何を狙っているのか、おわかりになったでしょう。この主権の法則には深遠な意義があり、遙か彼方まで影響を及ぼします。これ以外の王国は別の王国であり、別の支配であり、大いに異なっています。この別の王国や支配の主な目的は、神がご自身の血で買い取られた子供たちを思い煩わせることであり、神がキリストにあって彼らのために成就された贖い自体を否定することです。ですから、悪魔そのものを打ち破るために、悪魔の支配の力を滅ぼすために――「神の主権的支配と神の義を第一に求めなさい」。そうするなら、神が責任を負ってくださり、あなたをいらぬ心配から解放してくださいます。これは実行可能でしょうか？これは重要なことでしょうか？イエスが来られたのはこの王国――この支配とこの体制――をもたらすためであり、この別の王国を滅ぼすためなのです。


  ですから、神の王国の到来の背後には、確かに素晴らしい意義があります。「神の主権的支配と神の義――神の性格と性質――を第一に求めなさい――優先しなさい。そうすれば、それらのものはみなあなたたちに加えて与えられます」。


  



  第５章 王国の宣べ伝え


  
    「この王国の福音は、すべての諸国民に証しするために、全世界に宣べ伝えられます。それから終わりが来ます。」（マタイ二四・十四）

  


  この節の特定の言葉に注意しながら、まずこの節を調べることにしましょう。


  「この王国の（字義的には「王の支配の」）福音（字義的には「良い知らせ」）は、すべての諸国民に証しするために（証しのために：ウェイマス博士による訳では「証拠を示すために」）、全世界に（人の住む全地または居住可能な地に）宣べ伝えられます（この特別な言葉は「宣言する」、「宣告する」、「布告する」を意味する）。」


  さて、この調べた結果を用いて、この御言葉の完全な字義どおりの意味をまとめることにしましょう。


  「この王の支配の良い知らせは、すべての諸国民の前に証拠を示すために、人の住む全地に布告されます。それから終わりが来ます。」


  これは注目すべき節です。なぜならこの節は、まさにイエス・キリストの使命全般と、そのパースン、受肉、生活、死、復活、高揚の意義と目的とを含んでおり、また彼の教会の存在意義と働きをも示しているからです。これは実に包括的な節です。


  しかし、私たちはこの素晴らしい宣言の理由を解明して、その中に入り込まなければなりません。それには次の点に注意する必要があります。すなわち、いわゆる福音、良い知らせ――キリスト教の全使命はこれを伝授することです――が王国、主権的支配、王職の働きという言葉で定義されている、ということです。もちろん、私たちはこの用語や概念に大いに慣れ親しんでいます。ですから、おそらく、それが何を意味するのかを立ち止まって考えたことが実際のところ全くないかもしれません。なぜキリスト教について別の言い方をしないのでしょう？なぜ、「この共同国家の福音」、「この社会国家の福音」、その他の言い方をしなかったのでしょう？キリスト教は「この主権的支配、この王の支配の福音」と呼ばれています。別の言い方をすると、イエス・キリストの王職の福音です。キリスト教はまさにこれであり、これ未満のものやこれ以外のものではないのです。


  



  キリストの王職は天に起源を持つ


  



  そして、これは私たちをさらなる問いと探求に導きます。この概念は何に由来し、どこから来たのでしょう？さて、人に関するかぎり、この王職の概念を過去に遡るのは非常に困難です。王の称号を持つ最初の人は誰だったのか、私たちは知りません。この王職の概念は最初は原始的なものでしたが、次第に成長・発展を遂げ、ついには専制君主の身分を意味するようになりました。後でこの点に戻って来ることにします。しかし聖書からわかるように、この王職の概念は決して人から始まったものではありません。王職は天で神から始まりました。この王の支配、主権的支配という概念は神についてのものでしたが、この世界が創造される前に御子イエス・キリストに渡されました。その時はまだ、王職なるものは原理的にも実際的にも、この地上には存在していませんでした。聖書によると、神は御子イエス・キリストを万物の相続者として任命されました（ヘブル一・二）。また、神は御子のことを王として述べておられます。詩篇の中の一つで神はこう述べておられます、「わたしはわたしの聖なるシオンの山の上にわたしの王を立てた」（詩篇二・六）。ご存じのとおり、これは主イエスに関する預言の言葉です。この王職の概念は神に由来するものであり、御子イエス・キリストに集約されていたのです。


  



  別の王


  



  聖書が次に私たちに示していることは、何者かがこれを妬んだということです。天使の軍勢の中で最高の被造物の心の中に、神の御子に対する妬みが見いだされました。彼はその妬みに身を任せ、神の御子に取って代わるための計画、策略、運動を開始し、この支配を自分自身で自分自身のために得ようとしました。御子に関する神の決定に背くこの反逆は、この世界のどこか外側の場所で起きました。それは現在の被造物界が創造される前のことでした。しかし、神は計画にしたがって、また御旨にしたがって前進し、御子という手段を通してこの世界を創造して、この世界を御子の支配する領域とされました。そしてその領域の中に、神は人を置かれたのです。


  次に起きた出来事は、反逆、反乱によって天から追放された者が、神が任命して予め定めておられた王の領域に直ちにやって来たことでした。この物語は有名です。彼は狡猾な深く張り巡らせた欺きの計画を用いて――人の魂の命に訴えることにより――しばしの成功を収めたのです。彼は人を自分の側に勝ち取ることによって勝利を収めました。こうして彼はしばしの間、違法ではあるものの、「この世の君」（ヨハネ十二・三一等）となったのです――イエスですらこれを認めて承認されました。以上がこの問題全体の源であり、聖書のこの御言葉の背景です。


  



  神の王の勝利


  



  もちろん、神はこのような状況を永遠に許したりはされません。神の御旨は駄目になったりはしませんし、御子も嗣業を奪われたりはされません。受肉の物語の理由はこれです。受肉とは神の御子が肉体をもってこの世界に来て、神の御旨、ご自身の（御子の）嗣業、そしてこの嗣業に占める人の地位というこの問題全体を引き受け、戦い抜いて決定的な輝かしい勝利を収めることでした。受肉は職務上のものではなく霊的で道徳的なものでした。そうだった以上、それは状況の本質――そこからすべてが生じた罪と邪悪さの性質そのもの――を突くものでした。受肉は、この悪しき者自身の化身であるこのあらゆる悪に焦点を置いて、それを対処するものでした。イエスはこの問題に直面し、永遠の支配、王的支配を勝ち取るための戦いを開始し、戦い抜いてあらゆる点で勝利されたのです。「十字架によって彼は勝利されました」。十字架において彼は「主権者たちや権力者たちを剥ぎ取り、彼らをさらし者とし、彼らに対して勝ち誇られました」（コロサイ二・十五）。彼は略奪者の手から王権を取り去り、この世の君を追放されました（ヨハネ十二・三一）。そして死と墓から勝利のうちによみがえり、御父の手から王国を「天と地のあらゆる権威」（マタイ二八・十八）、「すべての名にまさる名」（ピリピ二・九）、「すべての支配と権威、あらゆる名に遙かにまさる」地位と共に授かりました。これが聖書の中にある、また聖書が示す偉大な物語です。そしてこれからいわゆる福音、良い知らせ――主は成就された御業の功績により王として支配されるという良い知らせ――が生じたのです。


  



  人の王職の必要性


  



  さて、人間の側に、王職と支配権の歴史に戻ることにします。王職はごく単純な形で始まったことは明らかです。第一に、王職の原理はある家族の中で表されました。この家族の中に起きた問題は、長きにわたって遠方まで影響を及ぼしました。この家族が誕生してほぼ間もなく、問題が生じたように思われます。そこで、家族の中のだれかが権威をつかさどらなければなりませんでした。最初の王たちは（彼らは王とは呼ばれていませんでしたが）家族の頭でした。次に、彼らの権威は部族に広がり、部族から諸部族に、諸部族から国に広がりました。その後、彼らはできるかぎり、多くの国に対する王権を獲得しようとするようになりました。彼らの最終目標はすべての国を支配することでした。


  しかし、重要な点は次のとおりです。すなわち、この状況は様々な環境や人の必要という理由で生じたものだったのです。支配者あるいは統治者――実質上あるいは名目上の王――が必要だったのです。なぜなら、だれかが人の間の揉め事を裁き、家庭や部族や国家間の争いの問題に関して判決を下さなければならなかったからです。だれかが良し悪しの判決を下さなければなりませんでした。争いはさらに世界中に広がり、民は民に、部族は部族に、国は国に、敵意をもって敵対するようになりました。そこでだれかが大義を掲げて戦争を勝利に導かなければなりませんでした。平和は通常の状態ではなく、「不和」――平和以外のもの――が普通の状態だったため、人に平和をもたらそうとする責任、平和を確保し、平和を確立しようとする責任をだれかが引き受けなければならなかったのです。


  このように、王職を構成する基本概念は、調停すること、裁くこと、善悪を決定すること、人の幸せを脅かすものに対抗して導くこと、人を統べること、そして平和を確立することから成ります。これらのものが王職の構成要素であり、王職の発展段階に見られるとおりです。王職が存在するのは現存する諸々の状況のためであり、王職はそれらの状況に立ち向かうべく立てられています。これはこの問題の背景及び原則を私たちに示します。


  



  義の王


  



  この一時的な地的領域よりも遙かにずっと大いなる領域で、主イエスは神の王として、まさにこれらの問題に取り組まれました。これらのものが彼の王職の構成要素です。この世界は全く悪くなってしまいました。無秩序で不法（iniquity）な状態――不平等（inequity）、不公平、人から人に及ぶ悪――がはびこっています。この状態を聖書は一言で要約しています。すなわち、不義です。不義が人同士のあらゆる取り引き、関係、交流に影響を及ぼしています。人間関係からなる組織体系はまさに正しいものではなく、真っ直ぐなものでもありません。それは「公平で公正な」ものではなく――不義です。この不義の問題はみな、この王職の問題と関係があります。ですから、神がこの選ばれたイスラエル国家の中にこの王職、この主権的支配、この神の王的支配を樹立しようとされた時、極度に不義な状況が存在していましたが、これは実に意義深いことだと言えます。


  しかし、こうしたあらゆる状況のただ中で――こうしたあらゆる不義のただ中で、そうです、王たち自身のただ中からでさえ――一人の預言者が立ち上がって叫びます、「ひとりの王が義の中で支配する」！（イザヤ二二・一）。一筋の光がこの来るべき方を照らしました。主イエスの生涯と死は、この義の問題全般に取り組むものだったことを私たちは知っています――主イエスの生涯と死は、第一に、神の数々の権利と関係していました。彼の第一の目的、第一の仕事は、神に彼の権利、彼の分を得させ、人に関する事柄を神に対して真っ直ぐに正すことでした。この中になんと多くの福音が込められていることか！パウロがローマ人に書き送った素晴らしい手紙は、実際のところ、次のような思想にまとめられます。すなわち、神は義を要求しておられること、人は神の義の要求を満たせないこと、そしてイエス・キリストがこの欠け目に踏み込んで人のためにこの問題で神を満足させてくださったことです。イエス・キリストは神に対してこれを成し遂げてから、さらに進んで人々の間でこれを行われます。そして、イエス・キリストが王として人々の心を統治しておられるのが見られる所には、義と真理と平等、「公平と公正」、そして義があります――義が意味するすべてのものがあります。彼は「義の中で支配」されます。


  



  平和の王


  



  次に、この戦いの問題についてです。この問題は人間同士の戦争を遙かに超えています。これらの戦いはみな何に由来するのでしょう？あの悪しき者に由来します。この悪しき者は戦い、闘争、争い、憎しみ、悪意でこの宇宙に打撃を与えてきました。この宇宙的大戦争はまず第一に霊的なものであり、その後、時間の中で顕在化します。この大戦争の由来はサタンです。この戦争が地上で行われていることを私たちはよく知っています。私たちの心の中にこの戦争があります。キリストが私たちの心の中で王座につかれる前は、何の平和もありません。キリストから離れている私たちの心には何の平和もありません。私たちは自分自身の内側の争闘や争いについて知り尽くしています。また、他の人々と何らかの揉め事や、争いや、抗争を起こさずに、長く一緒に暮らすことの極度の難しさも、私たちは知っています。キリストが主となっておられない領域には、争いがあります。おそらくクリスチャンなら、他のだれよりも、この広く行き渡っている敵意を感じていることでしょう。サタンは自分の力と注意を特にクリスチャンたちの上に注いできました。それはイエスの御業の証しを破壊するためであり、また、一つ、交わり、一致の意義を無効化して台無しにするためです。どの領域でも、交わりと一致をめぐって真の戦いが繰り広げられています。しかし、おそらく、他のどこにもましてクリスチャンたちの間で激しい戦いがなされています。


  しかし、この戦いから連れ出してくださるひとりの王がおられます。この王的支配は次のことを意味します。すなわち、この戦争状態は必要ないこと、また、人間同士の争い、争闘、分裂、敵意、悪意、こうしたいっさいのことに対する勝利は可能だということです。サタンはこの宇宙を分断して、宇宙を大戦争の領域にしようとしてきましたが、キリストはこのサタンの恐るべき働きに対して勝利されました。キリストは「十字架の血を通して平和を造られた」（コロサイ一・二〇）と聖書は私たちに告げています。王の役目は、できるだけ遠くまで、平和を維持して確立することです。かなり長期間にわたってこの役割を果たした王や、ある限られた領域を超えてこれを行った王は、これまでだれもいませんでした。しかし、キリストはこの敵の王国の中に入り、先頭をきって戦いの中に入り、平和を確保されたのです。


  また、この地上には、生まれつき私たちの心の中に争いや争闘や戦いの要素があります。しかし、キリストにあって私たちは別の面も知っています。キリストは私たちの心の中にご自身の支配と平和をもたらしてくださったことを私たちは知っています。「私たちは私たちの主イエス・キリストを通して神との平和を得ています」（ローマ五・一）。また、人知を超えた神の平和が私たちの心を守っています（ピリピ四・七）。しかし、私たちにはさらに多くの平和が必要であり、私たちは常に警戒して、常にこの事で彼の勝利の中に立たなければなりません。しかし、それにもかかわらず、私たちは交わりを経験しているのであり、この輝かしい事実は残ります。私たちは神の民として、私たちの間で幸いな素晴らしい交わりを経験しています。この交わりは唯一無二のものであり、宇宙広しといえども他ではこの交わりの真価を経験できません。イエス・キリストは主権をもってクリスチャンたちの心を治めておられますが、それによってクリスチャンたちが得た最も尊くて幸いなものはクリスチャン同士の交わりです。どれほど多くのことがこれと関係していることか！どれほど私たちはキリストにあってお互いに依存し合っていることか！どれほど私たちはお互いを必要とし合っていることか！私たちはお互いなしではとうていやっていけません！なぜなら、私たちがお互いなしでやっていこうとすることに神は反対されるからです。もし私たちがお互いなしでやっていこうとするなら、主は私たちと論争されるでしょう。


  義と平和――この二つは主の支配の要素です。敵は打ち倒され、捕虜や犠牲者は解放され、平和が確立されます。他方、内なる守護者は義を確立するというこの問題の世話をしてくださいます。これはみな私たちが必要としていることです。これはこれまでずっと人が必要としてきたことでした。主はこの必要を完全かつ十分に満たしてくださったのです。さて、これが「福音」――良い知らせ――というこの素晴らしい言葉が示していることです。しかし、イエス・キリストのこの素晴らしい御業を知らない大勢の人がいます――そのうちの一人くらいはこの本を読んでいるかもしれません。彼らは神との平和の恩恵や享受にあずかっておらず、私たちが経験している心の平和を知りません。これらのことは彼らにとって奇妙に思われますが、それでもおそらく彼らは私たちのことを羨望と嫉妬の眼差しで見ているかもしれません。クリスチャン同士のこの交わりは印象的です。それは見せかけではありませんし、ふりでもでっち上げでもありません。私たちはこれまで次のような事例を見てきました。まだ救われていない人々がクリスチャンの集まりに出席して帰る時、たとえまだ実際には救われていなくても、互いに語り合ってこう言うのです、「とても素晴らしい雰囲気でしたね。この人たちには何か他の人にはないものがあります」。彼らは神の民の素晴らしい交わりから受けた印象について語り合います。これが証しを構成します。これこそまさに証しであり、証拠なのです。


  



  証拠を示すこと


  



  そこで私は直ちに次に移ることにします。この王的支配もしくは統治という良い知らせは、霊的意義を持つ次の用語で言い表せます――すなわち、内なる命、幸いな交わり、征服された争い、確立された義です。この良い知らせは教会とその大使たちに委ねられています。それはこの良い知らせをすべての諸国民にもたらすためです。しかし、注意してください。これはだれかが出かけて行って、それを一つの理論として宣言することではないのです。私たちはこれをよくよく理解しなければなりません。もしこの点がもっとはっきりと確かに理解されていたなら、キリスト教や福音伝道の結果として、今日の世界情勢はかなり違うものになっていたでしょう。大使の働きはこの良い知らせを宣言することですが、他方、これまで考えてきた節は「この王的支配の良い知らせは人の住む全地に宣べ伝えられます」ということにとどまりません。それだけではないのです。そして、まさにこれが失敗と弱さの原因です。この御言葉は、「証しのために宣べ伝えられます」と続きます。前に引用したウェイマスの訳は、この問題のまさに核心を私たちに示します。ウェイマスは「証拠を示すために」と訳しています。大使は何か抽象的な理論や事実を客観的に宣言するだけではありません。それが正しい証拠をその場所で実際に示して、提供するのです。


  新約聖書に戻ると、何が書いてあるでしょう？大使たちは確かに人の住む地に出かけて行きますが、そこで彼らは何をしているのでしょう？ただ町の中に入って行き、講壇に上って宣言し、それから町を出て行くだけでしょうか？宣言しながら町から町へ移動し、人の住む全地をこの宣言で覆い尽くすまでそうしているでしょうか？彼らはそうしたでしょうか？確かにしませんでした。彼らは自分たちの仕事と主の意図をもっとよく理解していたのです。彼らはどこにいても、自分がそこにいる意義を心や思いの中で意識していました。その意義とは、「イエスが御座についておられる確かな証拠がこの場所に確立されなければならない！」ということでした。何かの教えや何かの客観的真理を宣言するだけなら、決してだれも煩わせなかったでしょう。しかし、彼らがこの根拠に基づいて、この意図と目的とをもって進み続けた時、地獄はこぞって立ち上がり、「できることならそれを消し去ってやる！」と言ったのです。


  ですから、聖書を読むと、使徒がある町に入って行って福音を宣べ伝えると、地獄が立ち上がって人々を扇動したことが書いてあります。人々は使徒を石で打ち、町の外に引きずり出して、死んだと思ってそこに放置しました。人々が去った時、使徒は起き上がりました。彼は何と言ったのでしょう？「私はこの町で宣べ伝えたから――次の町に行こう」と言ったでしょうか？彼はその町に戻って行ったのです。直ちに戻って行ったのです。なぜでしょう？彼は言います、「私たちはまだこの町では確かな証拠を示していません。この証しの具体的表現となるものをまだ確立していません。それを確立するまで、私たちは踏ん張ります。これに関して悪魔の好きにはさせません」。


  こうして、彼らはあらゆる場所に何か確かなものを残していきました。それは大気に向かって発せられた言葉だけではありません。イエスは主であり、悪魔の王国は普遍的なものではないという真理の具体的表現がそこに残されたのです。この良い知らせは様々な場所にもたらされ、その後には証拠が残されました。もう一度、この証しを入れる器である諸教会について読んでください。諸教会について読んでください。諸教会は各地で迫害や攻撃を受け、恐ろしい時を過ごします。しかし――それでもなお――諸教会はその土地を保持します。なぜなら、もしそうしなければサタンがその土地を得るであろうことを、諸教会は知っているからです。諸教会は決してそんなことを許しません。諸教会はこの王的支配にささげきっていたのです。ですから、この宣べ伝えは宣べ伝え以上のものでした。宣べ伝えの目的は証拠を示すことであり、その場所に証しを確立することだったのです。各地の主の民が自分たちのことを次のように言うのを聞くのは嬉しいことです、「私たちがここにいるのはこの場所に証しを確立するためです」。


  さて、これが大使の目的であり、これが諸教会の機能です。これが私たちがクリスチャンとしてこの地上にいる理由です――すなわち、私たちがどこにいたとしても、家庭、職場、その他の場所にいたとしても、イエスが主である証拠を示すためなのです。これが苦難や反対の理由であり、悪魔が私たちを消し去り、追い出そうとやっきになる理由です。私たちが地上にいるのは、何かを証明する証拠としてなのです。少し前に述べたように、これが最初から把握され、保持され、理解されていれば、状況はなんと違っていたことでしょう。福音の宣べ伝えの大半は、キリスト教の諸々の真理や教理の授与に帰着しているように思われます。しかし、それを遙かに超える何かがなければならないのです。自分はそのように召されていると感じている人はみな、次のように言う必要があります、「そうです、しかしそれが正しいことを示す確かな証拠がなければなりません。この件について積極的な証拠となるものがなければなりません。『イエスは主である』ことを宣言する何らかの具体的表現がここになければならないのです」。


  あなたはこの証拠を示しているでしょうか？あなたはそのために立っておられるでしょうか？これが福音を宣べ伝えるときの課題です。福音は良い知らせです。しかし、この良い知らせは、その根拠や証拠となるものによって具体化されなければならないのです。


  



  クリスチャンたちに対する課題


  



  これは私たちクリスチャンに対する課題であり、多くのことを説明する幸いな助けになる解き明かしでもあります。これは、なぜ悪魔が私たちをこんなに激しく憎んでいるのか、その理由を解き明かします。これは、悪魔が私たちの上に加えるあらゆる重圧の理由を解き明かします。これはあの扇動、あの恐ろしい扇動の理由を解き明かします。この扇動は常に敵の何らかの活動の序曲です。敵は、「それを阻止し、台無しにして、何とか覆せさえすれば！」と狙っています。ですから、これを知ることは謎を解く鍵であり、助けになります。そして、私たちクリスチャンに対する課題は、主が私たちを動かされるまで、動かされてはならないということです。そうです、主は私たちを動かされるかもしれませんし、私たちを引き上げられるかもしれません。また、主は私たちをよそに導かれるかもしれません。しかし神の恵みにより、悪魔は決してそうできません。私たちが今いる所に立っているのは、たんに自分自身の利益のためではありませんし、自分の欲しいものを得るためでもありません。私たちが立っているのは、それよりも遙かに重大な問題のためです――ふたりの君、ふたりの王の間のこの宇宙的大闘争という、まさにこの問題のためなのです。私たちは今いる所でこの証拠を示します。これは私たちに対するとても重大な課題です。


  



  救われていない人に対する課題


  



  しかし、これはこの本を読んでいる、まだ主のものではない人に対する課題でもあります。その課題とは、「この宇宙にはふたりの王しかいない」ということです。この問題に関して中立地帯はありませんし、「非占有地」もありません。二つの支配、二つの王国しかないのです。神が永遠に定められた王であるキリストと、昔からの横奪者である悪魔です。私たちはあなたに、「イエス・キリストは主です」（ピリピ二・十一）と宣べ伝え、宣言します。神は彼を主と定められました。彼は悪魔を征服した彼ご自身の功績により主なのです。この二つの王国、領域、統治のどちらに属する者となるのか、あなたは決めなければなりません。この選択は人の住む全地でなされなければなりません。あなたはそれから逃れられません。


  もしあなたが自分はサタンの王国や支配の中にいることを信じていないなら、もしあなたが自分を明確にイエス・キリストにささげていないなら、私は、あなたが許してくれるなら、最も完全で完璧な証拠をあなたに示すことができます。サタンの王国から逃れようとしてみなさい！クリスチャンになろうとしてみなさい！あなたは、これは自動的にそうなって終わるものではないことがわかるでしょう。霊の軍勢が立ち上がって、それが複雑さと困難に満ちたものになることが、すぐにわかるでしょう。あなたの内側から困難が生じるのです――反抗心や敵意、それに関する疑問や疑い、それに関する恐れが生じるのです。あなたがこの問題について動きだすやいなや、この別のものも動きだすのがわかります――あなたがそれらの困難を生じさせたのではなく、困難が自ら生じだしたのです。


  これを示す旧約聖書の絵図は、エジプトにいた神の民イスラエルです。イスラエルは束縛の中にありましたが、エジプトを脱出するという思想が持ち上がるまで、状況は静穏そのものでした。しかし、このエジプト脱出の思想が形を取り始めるやいなや、さまざまな出来事が起きだしたのです。エジプトの国全体が沸き立って、これを阻止するために決定的争乱に立ち上がったかのようでした。さて、あなたは主イエスのみもとに行くことを考えることなく、静かに暮らしてきました。あなたには問題があったかもしれませんし、快適な時ばかりではなかったかもしれませんが、それにもかかわらず、あなたの生活は比較的楽なものでした。しかし、主イエスのみもとに来て、彼の支配と王国の中に入ることを検討しだすやいなや、あなたは自分が全く何もしていないのに、さまざまな状況が働き始め、それを阻止するために数々の出来事が起きるのを経験するようになります。それらの問題は内側からも外側からも生じます。争いや戦いを経験せずに天の王国の中に生まれる人はだれもいません。ある人々にとってその戦いはなんと激しかったことか――長引く戦いの末にようやくくぐり抜けたのです。すでに述べたように、あなたはこれを試してみることができます。あなたがイエス・キリストに向かって手招きするとき、あなたは自分がそれまで経験したことのない束縛の中にあることがわかるでしょう。これは現実であり、事実です。しかし、神はほむべきかな。あなたは主イエス・キリストによって勝利を得ることができます。主イエス・キリストはあなたをこの束縛の中から救い出して、直ちに彼の勝利の中にもたらしてくださいます。


  しかし、私が今言いたいのは次のことです。私たちはイエス・キリストは神の王であること、また、この世界の統治権は最終的に彼に与えられたことを宣言しているのです。生まれつき私たちは別の王国、この悪しき者の王国の中に生まれ、この悪しき者に属しています。聖書によると、私たちは「暗闇の子ら」であり、「怒りの子ら」です。私たちは生まれつき悪魔の子です。なぜなら、アダムが私たち全員を悪魔の力と手の中に渡したからです。イエスは私たちを救い、解放し、ご自身の支配の中に移すために来てくださいました。あなたはどこにいるのでしょう？これが提示されている問題です。これが告げ知らされ、宣言されています。これはとてつもないことです。なぜなら、永遠の運命がこれに対するあなたの反応にかかっているからです。


  イエス・キリストの主権に対する証しが近所にあるのは厳粛なことです――ああ、人々がこれを理解しますように。ある日、そのような地域全体が裁かれることになるでしょう。それは、その群れがこの証しを携えてその地にいたからです。そうです、それは裁きを意味するものとなるでしょう。その起訴状は次のようなものでしょう、「しかし、あなたはその群れがそこにいることを知っていました。その群れはあなたの家を訪れ、あなたに語り、あなたを招待しました。イエス・キリストがその人々の真っただ中におられたのです。あなたはその証しを受け入れようとしませんでした。あなたはそれを無視したり、それに対して反抗したり、それを非難したりしました。しかし事実、証しがそこにあったのです。あなたは、『自分は知らなかった』とは言えません」。神がある地域に御子の主権に対する生ける証しを植えられるのは、とてつもないことです。その地域全体が、その証しに対する姿勢によって裁かれることになるのです。


  これを誤解したり、間違って解釈したりしないでください。これは霊的な問題です。御子の主権というこの偉大な事実を示す証拠となる何かを諸国民の間に置き、それによってすべてを裁くことが神の方法です。これは厳しく聞こえるかもしれませんが、私たちは忠信でなければなりません。私たちは懇願するだけでなく、警告しなければなりません。あなたの魂を愛する愛によって私たちは言います、「横奪者の旗の下にとどまらないでください。ここに神の王がおられます。私たちはあなたに、神の王による主権的支配というこの良い知らせを宣言します」。


  そしてマタイによると、「人の住む全地に」そのための証拠が設立される時、この経綸を閉じる神の時が到来します。私はあまりこれには踏み込みませんが、これには多くの事柄が関係しています。この経綸はその時を待ち望んでいます。ですから、状況は切羽詰まっています。なぜなら今のご時世、いつ世界のどこかで最後の証しがなされるのか、私たちには決してわからないからです。サタンの王国はこの使者たちを追い払っていますが、天を閉ざすことはできません。この主権の福音は伝わっていきます。なぜなら事実、この福音は主権的だからです。


  どうか主が御民である私たちを助けてくださり、私たちがこの地上における自分の真の意義及び目的に関するこの課題を果たせるようにしてくださいますように。また、もしあなたが主イエスに属していないなら、もしあなたが彼の王国の中にいないなら、主があなたを助けてこの別の課題を果たさせてくださいますように――この偽りの横奪者の旗と支配を捨てて、私たちの主の王国の市民権を求めるようにしてくださいますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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